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一般社団法人 日本旅行業協会

 JATA「2018年度事業方針」

変革の時代にしっかり取り組む
ツーリズムEXPOジャパン
TEJ商談会が生まれ変わります
はとバスを訪ねて
もっとバスを知って旅行の価値を高めよう

素材研究
　・レッヒ（オーストリア）

お問合せ・資料請求 TEL：03-3504-1751　FAX：03-3504-1753
E-mail：credit@yu- jata.com

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取り扱う会社です。

お客様がご来店またはお振込みで
なければお支払いいただけませんでした。

ご来店やお振込みいただかなくても、お客様に
メールをお送りするだけで決済可能！
即日売上確定も可能で不履行のリスクもございません。

お客様からインターネットでのクレジットカード決済取引のご要望が今後ますます
増えていくことが予想されます。クレジットカード決済手数料の負担が軽減され、
手続きも簡便ですので、この機会に貴社のコスト・未収入金を削減し、お客様の
利便性向上につながる「JATA web 決済」の導入を是非ご検討ください。

これまで

これから

1特長
「JATA web 決済」ならではの手数料を適用可能です。
（但し、導入にあたってはクレジットカード会社の審査が必要です。）

※ クレジットカード会社との契約により、旅行会社がお客様のクレジットカード番号情報をお聞きして代行手続きすることは許可されていません。

※1.2％の手数料率は日本国内で発行されたVISA、MasterCard のご利用が対象となります。

2特長 導入費用・月額利用料
導入の際の初期費用や月額のコストはかかりません。 ご利用にあたっても完成したシステムをお使いいただくため、
貴社での開発や複雑な設定も不要で、かんたんに導入いただけます。

無料無料 0

3特長 クレジットカード情報の非保持化対応
お客様ご自身がクレジットカード情報を決済画面に入力してお支払されますので、貴社はクレジットカード情報を
把握する必要はありません。また、クレジットカード情報は貴社の機器・ネットワークにおいて保存、処理、通過も
されませんので、貴社における非保持化対応は不要です。もちろんPCI - DSS 準拠も不要です。

不要不要

優れたクレジットカード手数料               （VISA、MasterCard）1.2％

ＪＡＴＡ会員様のみのサービスが登場！ＪＡＴＡ会員様のみのサービスが登場！

事務の迅速、省力化が図れます。! 事務の迅速、省力化が図れます。

1.2％

〝
２
０
２
０
年
以
降
〞の
持
続
的
成
長
に
向
け
て

「
訪
日
旅
行
に
関
す
る
提
言
書
」を
観
光
庁
に
提
出

品
質
向
上
・
安
心
安
全
・
地
方
誘
客
を
積
極
推
進

日中40周年プロジェクト
　新戦略「三歩五眼」とは
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J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
の
丸
尾
和

明
委
員
長
と
坪
井
泰
博
副
委
員
長
、
同
委
員
会

提
言
書
部
会
の
吉
村
久
夫
座
長
は
3
月
6
日
、

観
光
庁
の
瓦
林
康
人
審
議
官
に
「
2
0
2
0

年
の
目
標
達
成
と
2
0
2
1
年
以
降
の
持
続

的
成
長
に
向
け
た
訪
日
旅
行
に
関
す
る
提
言

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
提
言
書
で
は
、
年
間

訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
3
0
0
0
万
人
の
実

現
を
目
前
に
控
え
、
2
0
2
0
年
に
お
け
る

4
0
0
0
万
人
と
い
う
目
標
達
成
へ
の
取
り
組

み
と
2
0
2
1
年
以
降
の
持
続
的
成
長
に
向
け

た
課
題
を
ま
と
め
、
J
A
T
A
と
し
て
も
「
品

質
向
上
」
「
安
心
安
全
」
「
地
方
誘
客
促
進
」

を
重
点
的
テ
ー
マ
と
し
て
、
積
極
的
な
訪
日
誘

客
施
策
を
継
続
す
る
考
え
を
示
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
ご
と
に
具
体
的
な

課
題
示
す

　
J
A
T
A
の
訪
日
旅
行
に
関
す
る
提
言
書
は
、

2
0
1
4
年
以
降
で
は
今
回
で
5
回
目
と
な
り
、

今
後
の
政
府
や
地
方
自
治
体
に
よ
る
政
策
な
ど

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、テ
ー
マ
ご
と
に
具
体
的
な

課
題
に
絞った
も
の
と
し
ま
し
た
。

　
「
品
質
向
上
」に
つい
て
は
、⑴
旅
行
サ
ー
ビ
ス

手
配
業
の
登
録
区
分
、⑵
品
質
認
証
制
度
の
観

光
業
界
への
拡
大
、⑶
リ
ピ
ー
タ
ー
向
け
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
策
、⑷
日
本
を
ま
だ
扱
って
い
な
い
海
外

の
旅
行
会
社
への
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン
、⑸
M
I
C
E

に
お
け
る
ユニ
ー
ク
ベニュー
に
つい
て
実
用
情
報
の

集
約
提
供
、と
い
う
5
つの
課
題
を
整
理
。

　
「
安
心
安
全
」で
は
、⑴
緊
急
時
に
お
け
る
多

言
語
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
、⑵
F
I
T

旅
行
者
向
け
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応
窓
口・コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
の
設
置
、⑶
白
ナ
ン
バ
ー
の
バ
ス・タ
ク
シ
ー
に

対
す
る
取
り
締
ま
り
強
化
、⑷
日
本
版
ツ
ー
リ
ス

ト
ポ
リ
ス
の
新
設
。

　
「
地
方
誘
客
促
進
」に
つい
て
は
、⑴
二
次
交
通

の
利
便
性
向
上
に
向
け
た
周
遊
パ
ス
の
造
成
促

進
、⑵
日
本
版
D
M
O
の
海
外
に
向
け
た
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
支
援
強
化
、⑶
朝
夕
の
魅
力
創
出
な

ど
に
よ
り「
プ
ラ
ス
1
泊
」を
促
進
、⑷
宿
泊・飲

食・観
光
施
設
向
け
通
訳
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
設
置

促
進
、⑸
教
育
旅
行
の
拡
大
促
進
、⑹
地
方
部
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
、と
いった
課

題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
の
委
員
長

を
務
め
る
日
本
旅
行
の
丸
尾
和
明
代
表
取
締
役

会
長
は
、J
A
T
A
が
2
0
1
4
年
か
ら
5
年

連
続
で
観
光
庁
に
提
出
し
て
き
た
訪
日
旅
行
の

提
言
書
に
つい
て
、「
旅
行
会
社
を
会
員
と
す
る

旅
行
業
界
団
体
と
し
て
、お
客
様
や
発
地
で
あ
る

海
外
の
旅
行
会
社
と
直
接
接
し
て
い
る
事
業
者

の
観
点
か
ら
、訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
の
拡
大
や

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
競
争
力
の
強
化
を
図
る
た
め
の
施

策
に
反
映
さ
れ
る
べ
き
課
題
への
対
応
策
を
提
言

し
て
き
た
」と
説
明
。丸
尾
委
員
長
は
、「
今
年
1

月
の
旅
行
業
法
改
正
で
旅
行
サ
ー
ビ
ス
手
配
業

の
登
録
制
が
導
入
さ
れ
る
と
同
時
に
、通
訳
案
内

士
法
の
改
正
に
よ
り
通
訳
ガ
イ
ド
の
量
の
確
保

と
通
訳
案
内
士
の
質
の
向
上
も
図
ら
れ
て
お
り
、

J
A
T
A
が
こ
れ
ま
で
の
提
言
書
で
繰
り
返
し

要
望
し
て
き
た
課
題
への
対
応
が
、観
光
庁
の
全

面
的
な
ご
支
援
の
下
、実
現
さ
れ
た
」と
語
り
、旅

行
業
法
や
通
訳
案
内
士
法
の
改
正
を
提
言
書
の

成
果
と
捉
え
る
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

国
内
や
海
外
で
の

取
組
事
例
も
紹
介

　

2
0
1
4
年
以
降
、5
回
に
わ
た
って
Ｊ
Ａ
Ｔ

Ａ
が
ま
と
め
て
き
た
訪
日
旅
行
に
関
す
る
提
言

書
に
つい
て
、J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会

提
言
書
部
会
の
座
長
を
務
め
る
J
T
B
グ
ロ
ー
バ

ルマ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
＆
ト
ラ
ベル
の
吉
村
久
夫
取
締

役
は
、「
当
初
、需
給
の
逼
迫
が
大
き
な
課
題
だっ

た
提
言
書
の
内
容
も
、逼
迫
感
が
落
ち
着
い
て

く
る
の
に
伴
い
、品
質
や
事
業
性
の
担
保
、リ
ピ
ー

タ
ー
の
増
加
、市
場・訪
問
地・時
期
の
分
散
、安

心
安
全
な
ど
の
重
要
性
が
高
ま
って
き
て
、よ
り

長
期
的
に
国
の
政
策
に
合
わ
せ
る
形
で
課
題
を

JATA訪日旅行推進委員会の丸尾和明委員長

JATA訪日旅行推進委員会の坪井泰博副委員長

JATA訪日旅行推進委員会・提言書部会の吉村久夫座長
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整
理
し
て
き
て
い
る
」と
振
り
返
り
、「
今
回
の
提

言
書
で
は
、各
テ
ー
マ
で
挙
げ
た
課
題
に
対
し
て

国
内
や
海
外
に
お
け
る
取
組
事
例
も
紹
介
し
、業

界
団
体
と
し
て
の
J
A
T
A
な
ら
で
は
の
内
容
と

なった
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　

提
言
書
で
は
、「
地
方
誘
客
促
進
」に
お
け
る

「
朝
夕
の
魅
力
創
出
な
ど
に
よ
る
プ
ラ
ス
1
泊
」

の
事
例
と
し
て
、熊
本
県
内
牧
温
泉
で
の
朝
の
気

球
体
験
と
夜
の
星
空
観
察
、北
海
道
ト
マ
ム
で
夏

季
の
早
朝
に
ス
キ
ー
場
の
山
頂
テ
ラ
ス
で
実
施
さ

れ
て
い
る
雲
海
テ
ラ
ス
、長
野
県
阿
智
村
で
冬
季

と
夏
季
の
夜
間
に
ス
キ
ー
場
の
ゴ
ン
ド
ラ
を
運
行

し
て
山
頂
で
星
空
観
察
を
行
う「
天
空
の
楽
園
」

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
の

副
委
員
長
を
務
め
る
J
T
B
の
坪
井
泰
博
取
締

役
も
、提
言
書
に「
教
育
旅
行
の
参
加
学
生
に
対

す
る
査
証
緩
和
拡
大
」が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
に

言
及
し
て
、「
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
、現
在
、査
証
が
必
要
な
国
な
ど

に
つい
て
、参
加
学
生
への
査
証
の
発
給
要
件
緩
和

や
手
数
料
の
免
除
措
置
な
ど
を
要
請
す
る
提
言

は
、現
地
で
実
際
に
営
業
を
行
っ
た
経
験
を
通
じ

て
感
じ
た
阻
害
要
因
に
対
す
る
課
題
認
識
で
、直

接
的
に
お
客
様
や
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
接
し
て
い
る

旅
行
会
社
し
か
持
ち
え
な
い
視
点
か
ら
の
も
の

だ
」と
語
り
、旅
行
業
界
団
体
が
提
言
書
を
提
出

す
る
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

官
民
挙
げ
て「
地
方
誘
客
促
進
」を

　

2
0
1
3
年
に
1
0
3
6
万
人
を
記
録
し
初

め
て
1
0
0
0
万
人
の
大
台
を
突
破
し
た
訪
日

外
国
人
旅
行
者
数
は
、2
0
1
7
年
に
は
暫
定

値
で
2
8
6
9
万
人
と
な
り
、3
0
0
0
万
人

に
迫
る
勢
い
を
示
し
ま
し
た
。

　

訪
日
外
国
人
に
よ
る
旅
行
消
費
額
も
、

2
0
1
3
年
の
1
兆
4
1
6
7
億
円
か
ら

2
0
1
7
年
に
は
4
兆
4
1
6
1
億
円
ま
で
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

提
言
書
の
中
で
年
を
追
って
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ

が
高
ま
って
き
た
課
題
の一つ
で
あ
る
外
国
人
リ

ピ
ー
タ
ー
は
、2
0
1
3
年
の
6
6
0
万
人
か
ら

2
0
1
6
年
に
は
倍
以
上
の
1
4
2
6
万
人
ま

で
拡
大
。「
地
方
誘
客
促
進
」を
反
映
す
る
デ
ー

タ
で
あ
る
地
方
部
で
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

も
、2
0
1
3
年
に
お
け
る
1
1
8
6
万
人
泊

か
ら
2
0
1
7
年
に
は
3
1
8
8
万
人
泊
へ
3

倍
近
い
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、訪
日
外
国
人
旅
行
者
数・訪
日
外
国

人
旅
行
消
費
額・外
国
人
リ
ピ
ー
タ
ー
数・地
方
部

で
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
は
、2
0
2
0
年
の

目
標
達
成
に
向
け
て
3
～
4
年
間
で
1
3
9
％・

1
8
1
％・1
6
8
％・2
2
0
％
の
伸
び
率
が
求

め
ら
れ
、必
ず
し
も
全
て
が
達
成
可
能
と
楽
観
で

き
ま
せ
ん
。

　

丸
尾
委
員
長
は
、「『
地
方
部
で
の
外
国
人
延
べ

宿
泊
者
数
』の
目
標
達
成
が
最
も
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
」と
い
う
認
識
を
示
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
は「『
地
方
誘
客
促
進
』に
官

民
を
挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
」と
訴
え
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、坪
井
副
委
員
長
も「『
品
質
向
上
』と『
安 日本文化への高い関心なども訪日需要を押し上げてきています（山形県・羽黒山）
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心
安
全
』が
リ
ピ
ー
タ
ー
化
の
大
前
提
で
あ
り
、リ

ピ
ー
タ
ー
が
増
え
れ
ば
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ル
ー
ト
以
外
に

も
行
き
た
い
と
い
う
需
要
が
拡
大
す
る
」と
語
り
、

今
回
の
提
言
書
で
の
3
つの
重
点
的
テ
ー
マ
に
取
り

組
む
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベン
ト
機
に

旅
行
流
動
創
出

　

提
言
書
の
重
点
的
テ
ー
マ「
地
方
誘
客
促
進
」

で
は
、課
題
の
ひ
と
つ
と
し
て「
地
方
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
」が
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
中
に
は
、⑴
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベン
ト
の

情
報
発
信
の一元
化
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
設

置
、⑵
同
行
者・観
戦
者
も
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベン
ト
の
企
画
促
進
、⑶「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」の
継
続

的
な
国
際
交
流
に
対
す
る
支
援
、が
サ
ブ
テ
ー
マ

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」の
継
続
的
な
国
際
交

流
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
サ
ッ

カ
ー
を
は
じ
め
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
大
会
が

日
本
で
開
催
さ
れ
て
き
て
お
り
、そ
う
し
た
大
会

の
度
に
色
々
な
地
域
が「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」と
し
て

各
国
の
事
前
合
宿
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、

大
会
が
終
わ
る
と
交
流
も
途
絶
え
て
し
ま
う
と

い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

2
0
1
9
年
の
ラ
グ
ビ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピック・パ
ラ
リ
ン
ピッ

ク
、さ
ら
に
は
、2
0
2
1
年
の
ワ
ー
ル
ド
マス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
な
ど
、国
際
的
な
メ
ガ・ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
が
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、イ
ベン
ト

の
終
了
後
も
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
が
相
手
国
と
の
交
流

を
継
続
で
き
れ
ば
、息
の
長
い
国
際
的
な
交
流
が

実
現
さ
れ
、地
方
誘
客
の
促
進
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

提
言
書
で
は
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
の
開
催
も
見
据
え
て
、ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
相
手
国
と
の
継
続
的
な
交
流
支
援

も
提
言
し
て
い
ま
す
。

　

吉
村
座
長
は
、「
ラ
グ
ビ
ー・ワ
ー
ル
ド
カッ
プ
の

場
合
、1
カ
月
以
上
の
開
催
期
間
中
に
各
チ
ー
ム

が
全
国
12
都
市
で
複
数
の
試
合
を
行
う
こ
と
か

ら
、地
方
誘
客
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
は
ず
」

と
見
通
し
て
い
ま
す
。

「
観
光
先
進
国
」に
向
け

着
実
な一歩

　

今
回
の
提
言
書
で
は
、訪
日
外
国
人
旅
行
者

の
4
0
0
0
万
人
、訪
日
外
国
人
消
費
額
の

8
兆
円
、地
方
部
で
の
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数
の

7
0
0
0
万
人
泊
な
ど
、2
0
2
0
年
に
向
け
て

設
定
さ
れ
た
目
標
に
つい
て
、様
々
な
課
題
に
対
す

る
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
、そ
の
達
成
を
目
指

す
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、2
0
2
1
年
以
降
に
お

け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
持
続
的
成
長
を
確
実
な
も

の
と
す
る
た
め
、2
0
1
8
年
を「
観
光
先
進
国
」

に
向
け
て
着
実
な一歩
を
踏
み
出
す
年
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
村
座
長
は
、「
2
0
1
4
年
か
ら
の
3
年
間

ほ
ど
は
、2
0
2
0
年
に
向
け
て
設
定
さ
れ
た
当

面
の
目
標
達
成
を
目
指
し
て
提
言
を
行って
き
た

が
、2
0
2
0
年
に
お
け
る
訪
日
旅
行
者
数
の
目

標
は
達
成
の
可
能
性
が
高
い
状
況
と
な
り
、こ
れ

ま
で
の
課
題
への
対
応
も
具
体
的
に
見
え
て
き
て

い
る
中
で
、今
回
は
タ
イ
ト
ル
に
も『
2
0
2
1
年

以
降
の
持
続
的
成
長
』と
い
う
文
言
を
入
れ
、東

京
オ
リ
ン
ピッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピック
が
開
催
さ
れ
る

2
0
2
0
年
ま
で
の
各
年
度
の
位
置
づ
け
を
はっ

き
り
さ
せ
、そ
の
先
も
踏
ま
え
て
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
を
明
示

し
た
」と
強
調
し
て
い
ま
す
。

「
品
質
」「
安
心
安
全
」で

収
益
性
確
保

　

観
光
庁
の
田
村
明
比
古
長
官
は
今
年
2
月

に
開
催
さ
れ
た「
J
A
T
A
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
1
8
」で
、「
本
格
的
な
人
口
減
少
と
個
人

可
処
分
所
得
の
低
迷
と
い
う
現
状
で
、何
も
し
な

け
れ
ば
海
外・国
内
と
も
市
場
が
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
は
難
し
い
」と
い
う
認
識
を
表
明
。「
日
本

人
を
相
手
に
従
来
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
続
け
て
い
く

限
り
、成
熟
市
場
に
お
け
る
競
争
に
と
ど
ま
る
」

と
指
摘
し
、「
今
の
ビ
ジ
ネ
ス
定
義
か
ら
脱
却
し
、

ど
の
よ
う
な
顧
客
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
提
供

す
る
か
考
え
直
す
こ
と
が
、待
っ
た
な
し
に
求
め

ら
れ
て
い
る
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
も
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ

ジ
ネ
スへの
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、J
A
T
A

会
員
の
旅
行
会
社
各
社
に
も
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
が
、吉
村
座
長
は「
訪
日
旅
行
市
場
の
規
模

が
3
0
0
0
万
人
近
く
に
なって
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、J
A
T
A
会
員
旅
行
会
社
に
よ
る
取
り

扱
い
は
ご
く一部
に
と
ど
ま
って
い
る
」と
語
り
、イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
取
り
組
ん
で
い
て
も
事
業
と
し
て

成
立
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
い
こ
と
に
言
及
。

「
J
A
T
A
の
会
員
企
業
と
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
取
り
組
む
以
上
、品
質
と
安
心
安
全
が
担
保

さ
れ
た
旅
行
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、そ
れ
に
よって
収
益
性
も
確
保
さ

れ
る
」と
い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

丸
尾
委
員
長
も
、「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
は

国
内
旅
行
ビ
ジ
ネ
ス
の一つ
の
形
態
で
あ
り
、国
内

旅
行
商
品
に
お
け
る
構
想
力
や
企
画
力
、ク
ォ
リ

テ
ィ
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
実
行
力
が
活
か
さ
れ
る

事
業
領
域
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、一方
で
は
発

地
の
旅
行
会
社
と
の
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
や
、国
、

地
域
に
よ
って
異
な
る
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
の
成
熟

度
、さ
ら
に
は
商
習
慣
の
違
い
な
ど
か
ら
、会
員
企

業
が
イ
ンバ
ウ
ン
ド
の
取
り
組
み
を
開
始
し
て
も
、

全
て
の
会
社
が
直
ち
に
収
益
性
の
伴
う
事
業
と

し
て
展
開
す
る
の
は
難
し
い
の
が
実
情
だ
ろ
う
」

と
い
う
現
状
認
識
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、丸
尾
委
員
長
は「
人
口
や
市
場

規
模
が
縮
小
し
て
い
く
中
で
、生
き
残
って
い
く
た

め
に
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
掛
け
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、J
A
T
A
の
会
員
企
業

と
し
て
、素
材
の
磨
き
上
げ
や
行
程
管
理
、安
全

安
心
を
ベ
ー
ス
と
し
た
提
案
な
ど
、旅
行
会
社
な

ら
で
は
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、チ
ャ

ンス
を
見
い
だ
し
つつ
ビ
ジ
ネ
ス
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

FIT 化やリピーター化の進展で地方都市を訪れる訪日旅行者も増加していま
す（兵庫県姫路市）
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変革の時代にしっかり取り組む

旅行会社の真価を発揮し、観光大国を事業機会に

JATA「 2018年度事業方針」
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J
A
T
A
は
3
月
16
日
に
開
催
し
た
理
事
会 

で
、2
0
1
8
年
度
事
業
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
。

　

来
年
1
月
か
ら
は
国
際
観
光
旅
客
税
が
導
入

さ
れ
観
光
予
算
が
増
強
さ
れ
、ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー

タ
や
民
泊
な
ど
制
度
の
見
直
し
も
行
わ
れ
る
な

ど
、観
光
大
国
へ
の
取
り
組
み
が
加
速
さ
れ
ま

す
。環
境
の
変
化
を
事
業
機
会
と
す
る
よ
う
に
、

政
策
の
提
言
を
し
、共
通
課
題
の
解
決
や
需
要

喚
起
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。海
外
、国
内
、

訪
日
の
各
事
業
で
の
需
要
喚
起
を
行
う
と
と
も

に
、旅
行
産
業
の
経
営
健
全
化
、経
営
環
境
の
整

備
、旅
行
業
法
制
度
等
の
遵
守
を
重
視
し
、生
産

性
向
上
や
価
値
を
高
め
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
研

究
、優
秀
な
人
材
獲
得・人
材
育
成
の
よ
う
な
産

業
高
度
化
へ
の
取
り
組
み
も
行
う
方
針
で
す
。

観
光
政
策・制
度
への
提
言

　
2
0
2
0
年
度
ま
で
の
目
標
と
し
て「
双
方
向

交
流
6
0
0
0
万
人（
海
外
旅
行
2
0
0
0
万

人・訪
日
旅
行
4
0
0
0
万
人
）」を
掲
げ
、双
方

向
交
流
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
先
進
国
型
の
観
光

大
国
を
実
現
に
向
け
た
提
言
を
し
て
い
ま
す
。前

提
と
な
る
働
き
方
改
革・ 

休
み
方
改
革
の
推
進

で
は
、有
休
休
暇
取
得
率
の
政
府
目
標
70
％
に
向

け
て
、10
ポ
イ
ン
ト
改
善
す
る
こ
と
を
各
社
の
目

標
と
し
、会
長
表
彰
制
度
を
設
け
ま
す
。ハッ
ピ
ー

マン
デ
ー
の
継
続
や
職
場
旅
行
の
参
加
条
件
の
緩

和
な
ど
を
政
官
に
働
き
か
け
し
て
い
き
ま
す
。新

設
の
国
際
観
光
旅
客
税
に
つい
て
は
、海
外
旅
行

の
需
要
喚
起
や
安
心
安
全
の
旅
の
実
現
に
も
予

算
付
け
す
る
こ
と
を
要
望
し
、併
せ
て
旅
行
産
業

の
高
度
化
の
た
め
に
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
導
入
に
よ
る

生
産
性
向
上
や
価
値
向
上
、人
材
育
成
に
つい
て

も
予
算
要
望
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ら
の
課
題
に

つい
て
は
部
会
で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、国

際
競
争
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
速
に
進
む
中
で
、競

争
環
境
や
取
引
条
件
の
課
題
に
つい
て
議
論
す
る

場
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

海
外
旅
行
者
2
0
0
0
万
人
に

向
け
た
需
要
喚
起

　

設
立
か
ら
2
年
目
を
迎
え
た
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド

促
進
協
議
会
に
お
い
て
、企
画
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
、方
面
別
部
会
ご
と
に
共
通
テ
ー
マ

（
ヨ
ー
ロッパ
の
美
し
い
村・街
道
20
選
な
ど
）を
設

け
た
活
動
を
行
い
ま
す
。地
方
で
の
イ
ベン
ト
と

連
動
し
た
教
養
講
座
を
開
催
し
、地
方
で
の
需
要

喚
起
を
強
化
し
ま
す
。

　

中
国
、韓
国
、台
湾
及
び
タ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア
、ロ

シ
ア
な
ど
Ｍ
Ｏ
Ｕ
締
結
国
を
中
心
と
し
た
取
り
組

み
を
行
い
ま
す
。周
年
を
迎
え
る
フ
ラ
ン
ス（
ジ
ャ

ポ
ニ
ズ
ム
2
0
1
8
）、ス
ペ
イ
ン（
外
交
関
係
樹

立
1
5
0
周
年
）、メ
キ
シ
コ（
外
交
関
係
樹
立

1
3
0
周
年
）、イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
国
交
樹
立
60
周

年
）な
ど
と
の
二
国
間
の
交
流
も
強
化
し
ま
す
。

　

旅
行
会
社
を
通
じ
た
安
心・安
全
の
旅
の
価
値

を
高
め
る
た
め
に
、「
旅
の
安
全
の
日
」な
ど
旅
行

安
全
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
普
及
啓
蒙
に
加
え
て
、旅

行
安
全
情
報
等
に
関
す
る
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築
に
着
手
し
ま
す
。

国
内
旅
行
市
場
の
活
性
化
に

向
け
た
制
度
改
革
な
ど

　
貸
切
バスツ
ア
ー
適
正
取
引
推
進
委
員
会
活
動

（
通
報
制
度
）な
ど
を
活
用
し
、旅
行
会
社
と
バ

ス
事
業
者
間
の
適
正
取
引
を
進
め
ま
す
。

　

日
本
遺
産
、国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェク
ト
、

B
e
y
o
n
d
2
0
2
0
プ
ロ
グ
ラ
ム
、明
治

1
5
0
年
な
ど
の
テ
ー
マ
の
下
に
、地
方
自
治
体

や
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
の
連
携
を一層
強
化
し
、観
光
資
源
の

磨
き
上
げ
や
受
け
入
れ
態
勢
への
参
加
な
ど
、旅

行
会
社
な
ら
で
は
の
価
値
づ
く
り
を
進
め
、地
方

創
生
に
貢
献
し
ま
す
。　　

　
「
も
う
１
泊
も
う
１
度
」キ
ャ
ンペ
ー
ン
に
よ
り

会
員
会
社
の
宿
泊
旅
行
の
取
り
扱
い
を
増
や
し
、

国
内
旅
行
の
需
要
喚
起
を
図
り
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
の
道
プ
ロ
ジェク
ト
」等
で
東
北
復

興
支
援
を
継
続
し
、観
光
に
よ
る
復
興
を
実
現
し

ま
す
。

訪
日
外
国
人
旅
行
者
の
質
量
の

拡
大
に
向
け
て

　
「
観
光
ビ
ジ
ョン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
９
」

に
向
け
、課
題
と
な
って
い
る
訪
日
外
国
人
旅
行

者
消
費
額
、地
方
で
の
宿
泊
等
の
目
標
達
成
と
、

２
０
２
１
年
以
降
の
持
続
的
な
成
長
の
た
め
に
観

光
庁
に
対
し
て
具
体
的
な
提
案
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
要
望
が
実
現
し
た
旅
行
サ
ー
ビ

ス
手
配
業
の
登
録
制
度
の
創
設
や
通
訳
案
内
士

法
の
改
正
を
受
け
て
、こ
れ
ら
の
制
度
の
定
着
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。住
宅
宿
泊
事
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業
法
な
ど
シェア
リ
ン
グ
エコ
ノ
ミ
ー
への
対
応
も

行
い
、Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
が
事
務
局
を
務
め
て
る
ツ
ア
ー

オ
ペ
レ
ー
タ
品
質
認
証
制
度
と
合
わ
せ
て
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
質
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま

す
。

　

地
方
分
散
の
た
め
の
受
け
入
れ
セ
ミ
ナ
ー
や
商

談
会
を
開
催
し
ま
す
。発
地
の
多
元
化
の
た
め
に

欧
州
市
場
等
への
視
察
や
商
談
を
実
施
し
ま
す
。

経
営
基
盤
強
化・健
全
化
、経
営

環
境
の
整
備

⑴
海
外
ツ
ア
ー
適
正
化
活
動
に
よ
る
信
頼
回
復

　
て
る
み
く
ら
ぶ
事
件
の
よ
う
な
大
型
倒
産
の
再

発
を
防
ぐ
た
め
に
、国
が
定
め
た
ガ
バ
ナ
ンス
の
強

化
策
や
弁
済
制
度
を
遵
守
し
ま
す
。ま
た
申
込

金
の
２
０
％
ル
ー
ル
な
ど
を
定
め
た
指
針（
自
主
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）を
活
用
し
、海
外
ツ
ア
ー
取
引
適
正

化
推
進
委
員
会（
通
報
制
度
）を
適
切
に
運
営
し

ま
す
。ま
た
、ボ
ン
ド
保
証
制
度
を
内
外
に
普
及

啓
蒙
す
る
こ
と
で
、業
界
の
信
頼
回
復
に
努
め
ま

す
。

⑵
情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ
の
強
化

　

高
ま
る
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
脅
威
に
備
え
る
た
め

に
観
光
庁
が
作
成
す
る「
旅
行
業
情
報
セ
キ
ュリ

テ
ィ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
よって

普
及
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、情
報
セ
キ
ュリ
テ
ィ

責
任
者
を
組
織
化
し
、最
新
情
報
の
共
有
化
を

図
り
ま
す
。

優
秀
な
人
材
獲
得
、育
成

　

業
界
人
向
け
に
は
、義
務
化
さ
れ
た
取
扱
管

理
者
定
期
研
修
を
業
務
に
支
障
が
な
い
よ
う
に

円
滑
に
実
施
し
て
い
き
ま
す
。エ
リ
ア
スペ
シ
ャ
リ

ス
ト
や
新
人
研
修
な
ど
を
通
じ
、基
礎
知
識
の
充

実
を
図
り
ま
す
。時
代
に
応
じ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
に
向
け
て
国
に
予
算
要
望
し
ま
す
。

　

優
秀
な
人
材
確
保
の
た

め
に
合
同
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
、㈱
ジ
ャ
タ
の
合
同
採
用

活
動
を
継
続
強
化
す
る
と

と
も
に
、新
た
に
早
稲
田

大
学
に
提
携
講
座
を
開
設

し
、優
秀
な
人
材
の
獲
得

に
取
り
組
み
ま
す
。

商
い
の
場
と
し

て
の
ツ
ー
リ
ズ
ム

E
X
P
O
ジ
ャ
パ

ンへ
　

情
報
収
集
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、商
談
の
場
と
し
て
の
展

示
商
談
会
を
完
成
さ
せ
、

旅
行
会
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
につ

な
げ
ま
す
。日
本
観
光
振

興
協
会
、Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
と
の
共

催
に
よ
り
、海
外
、国
内
、訪
日
の
相
乗
効
果
を
最

大
化
し
ま
す
。そ
し
て
、産
業
観
光
を
は
じ
め
と

す
る
テ
ー
マ
展
示
で
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拡
が
り
を
見

え
る
化
し
た
観
光
博
覧
会
と
し
て
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
、Ｐ
Ａ
Ｔ
Ａ
な

ど
と
連
携
し
て
観
光
大
臣
会
議
を
開
催
す
る
な

ど
国
際
活
動
を
牽
引
し
て
い
き
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
の
ラ
グ
ビ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、 

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピック・パ
ラ
リ
ン
ピッ

ク
、2
0
2
1
年
の
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム 

と
続
く
ス
ポ
ー
ツ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ヤ
ー
を
控
え
て
、

「
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」の
カ
タ
チ
も
示
し
て
い

き
ま
す
。

変
化
の
潮
流
に

「
攻
め
の
デ
ィ
フェン
ス
」

　

来
年
2
0
1
9
年
は
1
月
か
ら
国
際
観
光
旅

客
税
が
開
始
さ
れ
ま
す
。春
に
は
統一地
方
選
挙
、

夏
に
は
衆
議
院
選
挙
、天
皇
陛
下
の
退
位
と
即

位
、日
本
初
の
Ｇ
２
０
、ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
、ラ
グ

ビ
ー
Ｗ
杯
。ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャパン
も
初
め

て
地
方
開
催（
大
阪
）す
る
な
ど
対
処
す
べ
き
イ
ベ

ン
ト
が
山
積
み
で
す
。

　

J
A
T
A
で
は
、2
0
1
8
年
度
の
事
業
計

画
を
通
じ
て
、2
0
1
9
年
か
ら
の
大
き
な
変
化

の
潮
流
に
備
え
、「
攻
め
の
デ
ィ
フェン
ス
」を
展
開

し
、海
外
、国
内
、訪
日
と
い
う
す
べ
て
の
旅
行
分

野
に
三
位一体
で
取
り
組
み
ま
す
。本
部・支
部
が

連
携
し
、会
員
の
皆
様
と
共
に
諸
課
題
に
速
や
か

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。　



豪
州
人
の
視
点
を
生
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
を

訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
が
豪
州
大
使
館
の
協
力
で
セ
ミ
ナ
ー

本部支部活動報告

東
海
エ
リ
ア
の
需
要
を
掘
り
起
こ
せ

中
部
支
部
と
共
同
で「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
海
外
教
養
講
座
」開
催

オ
マ
ー
ンへ
の
視
察
旅
行
を
実
施

海
外
旅
行
推
進
委
員
会
、Ｊ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
活
動
の一環
で
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J
A
T
A
訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
は
2
月
21

日
、東
京・霞
が
関
の
全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー「
豪
州
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

促
進
の
た
め
に
～
豪
州
人
の
視
点
を
生
か
し
た

観
光
戦
略
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
7
年
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
の
訪
日
旅
行
者
数
は
49
万
5
1
0
0
人

に
達
し
て
50
万
人
に
迫
る
勢
い
を
示
す
と
同

時
に
、旅
行
者
一
人
当
た
り
の
旅
行
支
出
額
も

22
万
6
0
0
0
円
を
記
録
し
て
、欧
米
豪
市
場

で
は
ト
ッ
プ
、全
体
で
も
中
国
に
次
ぐ
2
位
と
な

り
、訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
で
大
き
な
存
在
感

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
観
光
局（
J
N
T
O
）も
今
年
2

月
か
ら
、欧
米
豪
市
場
を
中
心
に〝
E
n
j
o
y 

m
y 

J
a
p
a
n 

グ
ロ
ー
バル
キ
ャンペー
ン
〟を

開
始
す
る
な
ど
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
訪
日

旅
行
需
要
の
拡
大
に
向
け
て
、さ
ら
に
期
待
が
高

ま
る
状
況
と
なって
い
ま
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、J
A
T
A
会
員
旅
行
会

社
を
は
じ
め
旅
行
業
界
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

市
場
への
取
り
組
み
強
化
を
図
る
た
め
、オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
大
使
館
の
協
力
に
よ
り
、実
現
し
た
も
の

で
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、同
大
使
館
商
務
部
の
シェリ
ル・

ス
タ
ニ
レ
ビッ
チ
参
事
官
の
挨
拶
に
続
い
て
、同
大

使
館
商
務
部
の
木
村
和
人
主
席
商
務
官
が
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
ション
を
行
い
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
側
の
視

点
か
ら
訪
日
旅
行
需
要
の
拡
大
に
向
け
た
ポ
イ
ン

ト
な
ど
につい
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

木
村
首
席
商
務
官
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅

行
者
の
特
性
と
し
て「
日
本
語
の
学
習
者
数
が
世

界
で
4
位
、英
語
圏
で
は
1
位
」と
い
う
親
日
派

で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る一方
、滞
在
日
数
が
長

く
て
消
費
額
が
大
き
い
こ
と
、F
I
T
が
多
く
観

光
地
に
よ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
直
接
的
に
効
果

を
発
揮
す
る
こ
と
に
も
言
及
。

　

2
0
1
9
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
ラ
グ

ビ
ー・ワ
ー
ル
ド
カップ
で
は
、世
界
的
な
強
豪
チ
ー

ム
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
の
観
戦
に
多
く

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行
者
の
訪
日
が
予
想
さ

れ
る
の
に
続
き
、2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピッ
ク
、2
0
2
1
年
の
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
関
西
と
福
岡
で
の
世
界
水
泳

選
手
権
な
ど
も
訪
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
旅
行

者
拡
大
の
契
機
と
な
る
こ
と
か
ら
、そ
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
極
め
て
高
い
こ
と
を
改
め
て
指
摘
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、木
村
首
席
商
務
官
は
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
の
訪
日
旅
行
需
要
促
進
に
お
け
る
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
、「
モ
ノ
よ
り
コ
ト
の
商
品
開
発
」

「
H
e
r
o 

E
x
p
e
r
i
e
n
c
e（
目
玉

と
な
る
体
験
）」「
オ
ー
セ
ン
テ
ィッ
ク（
本
物
の
体

験
）」「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」「
人
材
確
保・育
成
」

「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」を
挙
げ
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
訪
日
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
需
要
の
拡
大
に
向
け
て
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
企
業
や
団
体
組
織
な
ど
も
紹

介
。豪
州
側
が
貢
献
で
き
る
分
野
と
し
て
、「
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
ション
計
画
の
作
成・管
理
」「
観
光
イ
ン

フ
ラ
の
企
画・設
計・開
発
」「
観
光
資
源
の
資
産

価
値
を
高
め
る
た
め
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」「
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
企
画・イ
ベン
ト
運
営・レ
ガ

シ
ー
構
築
」な
ど
を
紹
介
し
、日
豪
間
で
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
ション
の
重
要
性
も
強
調
し
ま
し
た
。

3
月
14
日　

役
員
会（
幹
事
会
）　　
　
　

 　

　
3
月
15
日　
幹
事
会

3
月
23
日　
海
外
旅
行
委
員
会

3
月
13
日　
国
内
旅
行
委
員
会

3
月
16
日　
幹
事
会

4
月
6
日　
総
務
委
員
会　

3
月
17
日　
J
A
T
A
海
外
教
養
講
座
in
名
古

屋3
月
12
日　
幹
事
会

3
月
14
日　
イ
ンバ
ウ
ン
ド・ツ
ー
リ
ズ
ム
委
員
会

3
月
15
日　
消
費
者
相
談
委
員
会

3
月
19
日　
海
外
旅
行
委
員
会

3
月
17
日　

第
2
回
海（
う
み
）旅（
た
び
）・ク

ル
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
と
ク
イ
ー
ン・エ
リ
ザ
ベス
号
船
内

見
学
会

3
月
20
日　

肥
前
さ
が
幕
末
維
新
博
覧
会
等
現

地
研
修
会

3
月
22
日　
消
費
者
相
談
委
員
会

3
月
23
日　
教
育
研
修
委
員
会

3
月
23
日　
実
務
委
員
会

4
月
3
日　
海
外
旅
行
委
員
会

4
月
9
日　
国
内
旅
行
委
員
会

3
月
2
日　
国
内
旅
行
委
員
会

3
月
20
日　
幹
事
会 関

東
支
部

東
北
支
部

九
州
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

中
部
支
部

沖
縄
支
部

北
海
道
支
部

セミナーで説明するオーストラリア大使館商務部の木村和人主席商務官



豪
州
人
の
視
点
を
生
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
戦
略
を

訪
日
旅
行
推
進
委
員
会
が
豪
州
大
使
館
の
協
力
で
セ
ミ
ナ
ー

本部支部活動報告

東
海
エ
リ
ア
の
需
要
を
掘
り
起
こ
せ

中
部
支
部
と
共
同
で「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
海
外
教
養
講
座
」開
催

オ
マ
ー
ンへ
の
視
察
旅
行
を
実
施

海
外
旅
行
推
進
委
員
会
、Ｊ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
活
動
の一環
で
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J
A
T
A
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
促
進
協
議
会
と

J
A
T
A
中
部
支
部
は
3
月
17
日
、名
古
屋
市
で

「
J
A
T
A
海
外
教
養
講
座
」を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
講
座
は
、旅
の
楽
し
さ
を
発
信
す
る
東

海
地
域
で
は
最
大
級
の
旅
の
イ
ベン
ト「
旅
ま
つ
り

名
古
屋
」に
併
せ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。今
回
は
、

中
部
国
際
空
港
か
ら
の
直
行
便
を
利
用
し
て
訪

問
可
能
な
国
や
地
域
を
対
象
に
し
ま
し
た
。対

象
地
域
の
ユニ
ー
ク
な
歴
史
や
文
化
な
ど
を
テ
ー

マ
に
大
学
の
先
生
を
中
心
に
講
師
を
依
頼
し
開

催
し
た
と
こ
ろ
、3
0
0
人
を
超
え
る
と
い
う
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
史
専
攻
の
駒
澤
大
学
文
学
部

歴
史
学
科
の
大
城
道
則
教
授
は
、ピ
ラ
ミッ
ド
を

訪
れ
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
向
け
と
エ
ジ
プ
ト
に

旅
行
し
た
こ
と
が
あ
る
ピ
ラ
ミッ
ド
体
験
者
向
け

の
2
回
に
分
け
て
講
演
し
、そ
の
謎
や
魅
力
の
紹

介
と
最
新
技
術
で
発
見
さ
れ
た
新
た
な
謎
や
学

説
につい
て
の
解
説
を
行
い
ま
し
た
。

　

異
文
化
コ
ミュニ
ケ
ー
ション
と
多
言
語
情
報
提

供
な
ど
を
研
究
分
野
と
し
て
い
る
金
城
学
院
大

学
国
際
情
報
学
部
の
佐
藤
久
美
教
授
は
、江
戸

時
代
末
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
、日
米
和

親
条
約
の
締
結
に
尽
力
し
た
ジ
ョン
万
次
郎
の
米

国
に
お
け
る
足
跡
を
辿
る一方
、日
本
人
に
とって

最
も
身
近
な
リ
ゾ
ー
ト
地
の一つ
で
あ
る
ハワ
イ
に

つい
て
、異
文
化
交
流
な
ど
の
視
点
か
ら
ハワ
イ
の

魅
力
を
語って
い
ま
す
。

　
カ
ナ
ダ
観
光
局
の
半
藤
将
代
日
本
地
区
代
表

は
、夏
期
に
名
古
屋
か
ら
の
直
行
便
が
運
航
さ
れ

る
カ
ナ
ダ
の
東
部
地
域
の
魅
力
を
、小
説『
赤
毛

の
ア
ン
』を
通
じ
て
紹
介
。カ
ナ
ダ
の
冬
の
絶
景
と

し
て
人
気
を
集
め
て
い
る
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロッ
キ
ー

と
オ
ー
ロ
ラ
の
美
し
さ
な
ど
につい
て
も
語
り
ま
し

た
。

　

建
築
家・批
評
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
名
古
屋

工
業
大
学
の
若
山
滋
名
誉
教
授
は
、欧
州
を
南

北
と
東
西
に
分
け
て
、南
欧
と
北
欧
の
文
化
的
な

相
違
や
特
徴
を
説
明
し
た
の
に
続
き
、東
欧
と
西

欧
の
多
様
性
な
ど
につい
て
も
解
説
し
ま
し
た
。

　

J
A
T
A
海
外
旅
行
推
進
委
員
会
は
2

月
23
日
か
ら
3
月
2
日
ま
で
8
日
間
に
わ
た

り
、J
A
T
A
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
促
進
協
議
会

（
J
O
T
C
）中
近
東
ア
フ
リ
カ
部
会
に
よ
る
活

動
の一環
と
し
て
、オ
マ
ー
ンへの
視
察
旅
行
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

視
察
旅
行
に
は
、J
A
T
A
会
員
旅
行
会

社
と
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
関
係
者
な
ど
10
人

が
参
加
し
、首
都
マ
ス
カ
ッ
ト
で
開
催
さ
れ
た
日

本・オ
マ
ー
ン
国
交
樹
立
45
周
年
記
念
事
業
で

あ
る「
オ
マ
ー
ン・日
本
中
小
企
業
ビ
ジ
ネ
ス
協
力

フ
ォ
ー
ラ
ム
」で
の
観
光
交
流
ワ
ー
ク
ショップ
に
出

席
。ワ
ー
ク
ショッ
プ
で
は
、オ
マ
ー
ン
観
光
省
次
官

に
よ
る
挨
拶
に
続
き
、観
光
省
が
選
ん
だ
オ
マ
ー

ン
側
の
主
要
20
社
と
1
対
1
で
の
商
談
会
に
臨

み
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、一行
は
、マス
カッ
ト
市
内
の
視
察
に
加

え
て
、砂
丘
ホ
テ
ル
で
知
ら
れ
る
バ
ル
カ
や〝
オ
マ
ー

ン
の
グ
ラ
ン
ド
キ
ャニ
オ
ン
〟と
言
わ
れ
る
ジェベル・

シェイ
ン
を
は
じ
め
、マス
カッ
ト
近
郊
の
観
光
地
で

の
実
地
視
察
も
行
い
ま
し
た
。

　
オ
マ
ー
ン
は
、中
近
東
エ
リ
ア
で
は
数
少
な
い
外

務
省
に
よ
る
危
険
情
報
レ
ベル
が
ゼ
ロ
の
親
日
的

な
国
で
、視
察
旅
行
の
参
加
者
ら
は「
マ
ス
カッ
ト

近
郊
エ
リ
ア
を
含
め
、日
本
人
旅
行
者
に
とって
の

観
光
素
材
と
な
る
コン
テ
ンツ
は
十
分
に
あ
る
」と

評
価
し
て
い
ま
す
。同
時
に
、国
や
観
光
地
の
認

知
度
が
低
く
、日
本
語
ガ
イ
ド
不
足
な
ど
の
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

海
外
旅
行
推
進
委
員
会
で
は
、今
後
、視
察
旅

行
の
参
加
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
現
地
報
告
な
ど
を
内

容
と
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
ほ

か
、ツ
ー
リ
ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン（
T
E
J
）へ

の
出
展
や
駐
日
オ
マ
ー
ン
大
使
館
な
ど
と
の
協
力

を
通
じ
て
、ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
促
進
協
議
会
を
中

心
に
商
品
開
発
の
取
り
組
み
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
方
針
で
す
。

　

オ
マ
ー
ン
で
は
、新
国
際
空
港
が
3
月
20
日
に

オ
ー
プ
ン
し
た
の
に
続
き
、3
月
21
日
か
ら
は「
E

─
査
証
」も
導
入
さ
れ
て
到
着
時
の
混
雑
も
緩
和

さ
れ
る
な
ど
、受
入
環
境
の
改
善
も
進
ん
で
お
り
、

外
国
人
旅
行
者
の
増
加
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

アウトバウンド促進協議会通信 VOL 11

名古屋工業大学の若山滋名誉教授による講演

オマーンへの視察旅行の参加者ら
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社名：株式会社 はとバス
設立：1948年8月14日
事業内容：都内・近郊定期観光バス／一般団体・募集団体の輸送
／第2種旅行業／ホテル事業（銀座キャピタルホテル）／自動車整
備業／路線バス受託事業／不動産賃貸事業
資本金：4億5000万円
売上高：173億円（2017年6月現在）
従業員数：1051人（2017年6月現在）　　車両数：138台
主要事業所：各営業所（東京・浜松町・新宿・池袋・都庁内・横浜野
庭）／銀座キャピタルホテル／路線バス受託事業所（杉並区梅里・
江戸川区臨海町・葛飾区白鳥・港区港南・新宿区西新宿）
グループ会社：株式会社シーライン東京（クルージング事業）／株式
会社はとバスエージェンシー（保険代理店業・広告業他）

旅行商品づくりには欠かせないバス輸送。定期観光バ
スや団体送迎など、様々な場面で旅行会社の商品や
サービスを支えるバスについて、バス事業を行うバス会
社やバスそのものの知識を深めることも、より付加価値
の高い商品づくりには欠かせません。同じバス会社で
も、ハードやソフトに差があることも、旅行会社として理
解しておきたいところです。日本のバス業界を代表する
バス会社である「はとバス」に、ハード・ソフト両面での
サービスや取り組みについて教えていただきました。

もっとバスを知って旅行の価値を高めよう
はとバスを訪ねて

Ｑ
．角
館
さ
ん
の
お
仕
事
に
つい

て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
．現
在
、は
と
バ
ス
に
は
約
1
5
0
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
勤
務
し
て
い

ま
す
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
わ
る
業
務
を
全
般
的
に
統
括
す
る
立
場

で
す
。

Ｑ
．ご
自
身
も
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
ご
出
身
で
す
か
。

Ａ
．そ
う
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
入
社
し
て
26
年
で
す
が
、乗
務

経
験
を
積
み
重
ね
て
、指
導
運
転
手
、班
長
、主
任
を
経
て
、専
門
課

長
と
な
り
ま
し
た
。私
が
着
用
し
て
い
る
の
も
、現
場
の
制
服
で
す

が
、現
場
出
身
の
課
長
職
と
い
う
ポ
ス
ト
は
、バ
ス
会
社
と
し
て
は
珍

し
い
よ
う
で
す
。

Ｑ
．は
と
バ
ス
の
バ
ス
会
社
と
し
て
の
特
徴
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ａ
．は
と
バ
ス
の
主
た
る
事
業
分
野
は
、定
期
観
光
バ
ス
の
運
行
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
お
客
様
へ
の
き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
か
ら
、出
発
の
際
に
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
」と
乗
客
の
皆
さ
ん
に
直
接
呼
び
か
け
ま
す
。

そ
う
し
た
案
内
は
ガ
イ
ド
も
行
い
ま
す
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
呼
び
か

け
だ
と
、お
客
様
の
反
応
も
違
い
ま
す
。ま
た
、お
客
様
の
雰
囲
気
を

見
て
、何
か
困
って
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
が
う
か
が
え
た
ら
、率
先
し
て

動
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
が
先
頭
に
立
っ
て
、お

客
様
の
立
場
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
って
い
る
こ
と
が
、は
と
バ
ス
の
最
大
の

特
徴
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．運
転
技
術
の
向
上
に
は
、ど
の
よ
う
に
努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

Ａ
．ド
ラ
イ
バ
ー
は
14
班
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、勤
務
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。班
長
の
下
に
指
導
運
転
手
が
い
て
、あ
と
は
キ
ャ
リ
ア
順
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、班
会
で
は
、机
上
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
も
し
ま

す
が
、屋
外
で
車
の
動
き
の
検
証
な
ど
実
地
指
導
も
行
って
お
り
、そ

の
際
に
は
、班
長
と
主
任
だ
け
で
な
く
、私
も
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。

班
を
構
成
す
る
こ
と
で
、技
術
の
共
有
や
伝
授
を
確
実
に
行
う
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。修
学
旅
行
な
ど
複
数
の
バ
ス
を
運
行
す
る
際
は
、

1
号
車
に
指
導
運
転
手
が
乗
務
し
、班
長
ク
ラ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

最
後
尾
に
乗
って
、乗
務
後
の
指
導
も
行
って
い
ま
す
。

Ｑ
．ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
す
る
の
は
、いつ
も
同
じ
バ
ス
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．一定
の
乗
務
経
験
を
経
て
、自
分
の
担
当
車
両
と
し
て
新
車
を
運

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。担
当
車
両
制
に
す
る
こ
と
で
、車
と
の

相
性
も
良
く
な
って
、よ
り
安
全
な
運
転
も
可
能
に
な
る
の
で
す
。ド

ラ
イ
バ
ー
が
自
ら
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
す
る
な
ど
、バ
ス
に
対
す
る
細
か

い
気
遣
い
も
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．現
状
で
の
課
題
な
ど
に
つい
て
も
、お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ａ
．最
近
は
、旅
行
会
社
か
ら
手
配
を
依
頼
さ
れ
る
時
に「
ガ
イ
ド
さ

ん
は
要
り
ま
せ
ん
」と
言
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。バ

ス
ガ
イ
ド
は
、車
内
で
案
内
や
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
だ
け
で
な
く
、安
全

運
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
重
要
な
業
務
も
担
って
い
ま
す
。手
配
依
頼

を
確
認
し
、「
ガ
イ
ド
の
乗
務
が
必
要
」と
思
え
る
時
は
、営
業
担
当

者
を
通
じ
て
旅
行
会
社
に
検
討
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。バ
ス
の
運

行
コ
ー
ス
や
行
先
を
見
て
、技
術
面
や
安
全
面
で
問
題
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
時
は
、「
ワ
ンマ
ン
で
は
無
理
で
す
」と
伝
え
て
も
ら
って

い
ま
す
。

Ｑ
．旅
行
業
界
の
皆
さ
ん
に
、改
め
て
、は
と
バ
ス
の
魅
力
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

Ａ
．「
観
光
バ
ス
に
は
ガ
イ
ド
が
必
要
」と
い
う
考
え
方
を
一貫
し
て
持

ち
続
け
て
い
る
こ
と
は
、バ
ス
の
魅
力
を
下
支
え
す
る
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。安
全
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
考
え
方
も

経
営
理
念
で
謳
わ
れ
て
お
り
、宿
泊
勤
務
先
で
の
飲
酒
チ
ェッ
ク
を

行
う
シ
ス
テ
ム
を
10
年
前
か
ら
先
駆
け
的
に
導
入
す
る
な
ど
、安
全

第
一が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
是
非
、知
って
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。ま
た
、ド
ラ
イ
バ
ー
も
含
め
て
教
育
研
修
を
徹
底
し
て
き
て

お
り
、単
な
る
知
識
や
ス
キ
ル
の
向
上
だ
け
で
な
く
、C
S
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
も
共
有
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

お
客
様
の
立
場
を
尊
重
し
、安
全
第
一

で
高
品
質
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

株
式
会
社
は
と
バ
ス 

観
光
バ
ス
事
業
本
部 

運
輸
部
運
転
課

角
舘

 

淳

 

専
門
課
長
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広めたい「バリューフォーマネー」への理解
旅行会社は、旅行者とクライアントに働きかけてバス需
要を創出すると同時に、市場ニーズを把握する役割も
担っています。
JATAとしても、「旅行業界による付加価値創造」を大き
なテーマとして掲げており、旅行者の満足度を高め、旅
行会社の収益も確保でき、バス会社の業績が向上する
ようなバスを利用した商品づくりが求められています。
一方で、低価格や低料金を求める市場も存在しており、
安全性を確保しつつそうしたニーズにも応え
ながら、付加価値の高い商品やサービスへ
の「バリューフォーマネー」の考え方について
も、旅行者に理解してもらえる努力を続けてい

かなければなりません。
旅行業界としても、バスを輸送手段として位置付けるだ
けでなく、旅行商品や旅行サービスにとっての大切な素
材という観点から、バス会社の安全を担保する工夫や
高いクォリティを目指す取り組みなどへの知識を深め、
実際にバスを利用する旅行者にも安全性や高品質は
コストを伴うものであることを納得してもらえるように説明
する必要も高まっていると言えそうです。

Ｑ
．角
館
さ
ん
の
お
仕
事
に
つい

て
、お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ
．現
在
、は
と
バ
ス
に
は
約
1
5
0
人
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
勤
務
し
て
い

ま
す
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
わ
る
業
務
を
全
般
的
に
統
括
す
る
立
場

で
す
。

Ｑ
．ご
自
身
も
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
ご
出
身
で
す
か
。

Ａ
．そ
う
で
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
入
社
し
て
26
年
で
す
が
、乗
務

経
験
を
積
み
重
ね
て
、指
導
運
転
手
、班
長
、主
任
を
経
て
、専
門
課

長
と
な
り
ま
し
た
。私
が
着
用
し
て
い
る
の
も
、現
場
の
制
服
で
す

が
、現
場
出
身
の
課
長
職
と
い
う
ポ
ス
ト
は
、バ
ス
会
社
と
し
て
は
珍

し
い
よ
う
で
す
。

Ｑ
．は
と
バ
ス
の
バ
ス
会
社
と
し
て
の
特
徴
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ａ
．は
と
バ
ス
の
主
た
る
事
業
分
野
は
、定
期
観
光
バ
ス
の
運
行
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
も
お
客
様
へ
の
き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
ま

す
か
ら
、出
発
の
際
に
は
、ド
ラ
イ
バ
ー
自
ら
が「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着

用
を
お
願
い
し
ま
す
」と
乗
客
の
皆
さ
ん
に
直
接
呼
び
か
け
ま
す
。

そ
う
し
た
案
内
は
ガ
イ
ド
も
行
い
ま
す
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
呼
び
か

け
だ
と
、お
客
様
の
反
応
も
違
い
ま
す
。ま
た
、お
客
様
の
雰
囲
気
を

見
て
、何
か
困
って
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
が
う
か
が
え
た
ら
、率
先
し
て

動
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。ド
ラ
イ
バ
ー
が
先
頭
に
立
っ
て
、お

客
様
の
立
場
で
サ
ー
ビ
ス
を
行
って
い
る
こ
と
が
、は
と
バ
ス
の
最
大
の

特
徴
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
．運
転
技
術
の
向
上
に
は
、ど
の
よ
う
に
努
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

Ａ
．ド
ラ
イ
バ
ー
は
14
班
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、勤
務
に
当
た
っ
て

い
ま
す
。班
長
の
下
に
指
導
運
転
手
が
い
て
、あ
と
は
キ
ャ
リ
ア
順
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、班
会
で
は
、机
上
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
も
し
ま

す
が
、屋
外
で
車
の
動
き
の
検
証
な
ど
実
地
指
導
も
行
って
お
り
、そ

の
際
に
は
、班
長
と
主
任
だ
け
で
な
く
、私
も
立
ち
会
っ
て
い
ま
す
。

班
を
構
成
す
る
こ
と
で
、技
術
の
共
有
や
伝
授
を
確
実
に
行
う
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。修
学
旅
行
な
ど
複
数
の
バ
ス
を
運
行
す
る
際
は
、

1
号
車
に
指
導
運
転
手
が
乗
務
し
、班
長
ク
ラ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が

最
後
尾
に
乗
って
、乗
務
後
の
指
導
も
行
って
い
ま
す
。

Ｑ
．ド
ラ
イ
バ
ー
が
運
転
す
る
の
は
、いつ
も
同
じ
バ
ス
な
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
．一定
の
乗
務
経
験
を
経
て
、自
分
の
担
当
車
両
と
し
て
新
車
を
運

転
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。担
当
車
両
制
に
す
る
こ
と
で
、車
と
の

相
性
も
良
く
な
って
、よ
り
安
全
な
運
転
も
可
能
に
な
る
の
で
す
。ド

ラ
イ
バ
ー
が
自
ら
ワ
ッ
ク
ス
が
け
を
す
る
な
ど
、バ
ス
に
対
す
る
細
か

い
気
遣
い
も
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．現
状
で
の
課
題
な
ど
に
つい
て
も
、お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ａ
．最
近
は
、旅
行
会
社
か
ら
手
配
を
依
頼
さ
れ
る
時
に「
ガ
イ
ド
さ

ん
は
要
り
ま
せ
ん
」と
言
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。バ

ス
ガ
イ
ド
は
、車
内
で
案
内
や
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
だ
け
で
な
く
、安
全

運
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
重
要
な
業
務
も
担
って
い
ま
す
。手
配
依
頼

を
確
認
し
、「
ガ
イ
ド
の
乗
務
が
必
要
」と
思
え
る
時
は
、営
業
担
当

者
を
通
じ
て
旅
行
会
社
に
検
討
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。バ
ス
の
運

行
コ
ー
ス
や
行
先
を
見
て
、技
術
面
や
安
全
面
で
問
題
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
時
は
、「
ワ
ンマ
ン
で
は
無
理
で
す
」と
伝
え
て
も
ら
って

い
ま
す
。

Ｑ
．旅
行
業
界
の
皆
さ
ん
に
、改
め
て
、は
と
バ
ス
の
魅
力
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

Ａ
．「
観
光
バ
ス
に
は
ガ
イ
ド
が
必
要
」と
い
う
考
え
方
を
一貫
し
て
持

ち
続
け
て
い
る
こ
と
は
、バ
ス
の
魅
力
を
下
支
え
す
る
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。安
全
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
考
え
方
も

経
営
理
念
で
謳
わ
れ
て
お
り
、宿
泊
勤
務
先
で
の
飲
酒
チ
ェッ
ク
を

行
う
シ
ス
テ
ム
を
10
年
前
か
ら
先
駆
け
的
に
導
入
す
る
な
ど
、安
全

第
一が
実
践
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
是
非
、知
って
い
た
だ
き
た
い
と
こ
ろ

で
す
。ま
た
、ド
ラ
イ
バ
ー
も
含
め
て
教
育
研
修
を
徹
底
し
て
き
て

お
り
、単
な
る
知
識
や
ス
キ
ル
の
向
上
だ
け
で
な
く
、C
S
や
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
考
え
方
な
ど
も
共
有
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。
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■
広
範
な
観
光
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
商
談
が

可
能
に

今
年
9
月
20
日（
木
）か
ら
23
日（
日
）ま
で
の
4

日
間
に
わ
た
っ
て
、東
京・有
明
の
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト（
東
京
国
際
展
示
場
）で
開
催
さ
れ
る「
ツ
ー
リ

ズ
ム
E
X
P
O
ジ
ャ
パ
ン（
T
E
J
）2
0
1
8
」

で
は
、昨
年
ま
で
海
外・国
内・訪
日
に
分
か
れ
て
い

た
商
談
会
を
一
本
化
す
る
と
同
時
に
、商
談
専
用

会
場
で
は
な
く
展
示
会
場
で
全
て
の
商
談
を
行
う

「
展
示
商
談
会
」に
刷
新
し
、バ
イ
ヤ
ー
と
セ
ラ
ー

が
各
出
展
ブ
ー
ス
で
商
談
す
る
本
格
的
な「
メ
ッ
セ

型
」展
示
会
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、商
談
会
参
加
者
個
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
と

商
談
相
手
の
希
望
を
詳
細
に
登
録
す
る
こ
と
に
よ

り
、事
前
の
ア
ポ
イ
ン
ト・マッ
チ
ン
グ
の
精
度
も
高

め
ま
す
。

さ
ら
に
、「
出
展
者
と
バ
イ
ヤ
ー
」だ
け
で
な
く

「
出
展
者
と
出
展
者
」の
商
談
も
行
え
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、昨
年
ま
で
は
メ
デ
ィ
ア
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
に
限
定
さ
れ
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
と
の
商
談
に

も
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
の
に
加
え
、

T
E
J
2
0
1
8
と
同
時
開
催
さ
れ
る「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
展
」の
出
展
者
と
も
ア

ポ
イ
ン
ト・マッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
が
で
き
広
範
な
観

光
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
商
談
が
可
能
と
な
る
た
め
、商

談
の
内
容
は
大
幅
に
拡
充
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

■
マ
ッ
チ
ン
グ
精
度
の
向
上
に
よ
り
大
き
な

成
果これ

ま
で
連
続
し
て
T
E
J
の
商
談
会
に
参
加

し
て
い
る
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
E
C
C
営
業
本

部（
取
材
当
時
：
現
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ビ
ジ
ネ
ス
営
業
本
部
）の
大
嶋
真
佐
子

課
長
は
、大
幅
に
刷
新
さ
れ
る
T
E
J
2
0
1
8

の
展
示
商
談
会
に
つ
い
て
、「
精
度
が
高
ま
る
マッ
チ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、最
新
の
現
地
情
報
や
新
し

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ

る
T
E
J
商
談
会
の
成
果
を
大
き
な
も
の
に
し
た

い
」と
期
待
を
示
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
市
場
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
ま
だ
小
さ
い
デ
ス
テ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
的
な
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
関
係
者
と
は
容
易
に
会
う
こ
と
が
出
来

ず
、通
常
扱
っ
て
い
る
国
以
外
へ
は
な
か
な
か
行
く

こ
と
も
で
き
な
い
た
め
、T
E
J
商
談
会
は
と
て

も
有
り
難
い
機
会
と
な
っ
て
お
り
、ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
商
談
相
手
を
特
定
し
て
中
身
の
濃
い
商
談
が
で

き
れ
ば
、ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
も
つ
な
げ
ら

れ
る
」（
大
嶋
課
長
）

去
年
ま
で
の
商
談
専
用
会
場
で
の
商
談
会
で
は
、

バ
イ
ヤ
ー
が
デ
ス
ク
で
セ
ラ
ー
の
訪
問
を
待
つ
形
だ

っ
た
た
め
、「
商
談
が
一
段
落
し
た
時
に
は
、展
示
会

が
終
わ
り
に
近
づ
い
て
し
ま
い
、十
分
に
展
示
会
場

を
見
て
回
れ
な
か
っ
た
」ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、大
嶋
課
長
は「
展
示
商
談
の
合
間
に
興
味
の

あ
る
ブ
ー
ス
を
覗
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
」メ
リ
ッ

ト
の
大
き
さ
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。

■
海
外
セ
ラ
ー
と
自
治
体
の
商
談
で
交
流

拡
大
も

昨
年
の
T
E
J
2
0
1
7
で
初
出
展
し
、商
談
会
に

も
初
め
て
参
加
し
た
英
国
ウ
ェ
ー
ル
ズ
政
府
日
本
代
表

事
務
所
の
小
堀
洋
子
上
級
外
務
担
当
官
は
、「
そ
れ
ま

で
個
別
に
旅
行
会
社
を
回
っ
て
い
た
時
よ
り
も
効
率
的

に
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
商
談
会
の
成
果
を
振
り
返
る
と
同
時
に
、今
年
の
展

示
商
談
会
で
は
旅
行
会
社
と
同
様
に
メ
デ
ィ
ア
と
の
ア

ポ
イ
ン
ト・マッ
チ
ン
グ
も
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、「
メ
デ

ィ
ア
と
の
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
も
積
極
的
に
ア
レ
ン
ジ
し

た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
展
示
商
談
会
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、2
日
間
で
最

大
23
セ
ッ
シ
ョン
の
枠
が
用
意
さ
れ
て
お
り
、15
セ
ッ
シ
ョ

ン
以
上
の
時
間
枠
を
自
由
に
設
定
で
き
る
た
め
、セ
ミ

ナ
ー
の
登
壇
や
受
講
と
いっ
た
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ

て
、商
談
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
。

ま
た
、海
外・国
内・訪
日
の
枠
が
な
く
な
り
、展
示

商
談
会
と
し
て一
本
化
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、同
事
務

所
の
中
嶋
竹
春
日
本
代
表
は
、「
日
本
で
来
年
開
催
さ

れ
る
ラ
グ
ビ
ー・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
代
表

も
4
都
市
で
試
合
を
行
う
予
定
で
、試
合
が
開
催
さ
れ

る
自
治
体
は
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
多
く
の
旅
行
者
が
訪
れ

る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
」と
指
摘
。「
ウ
ェ
ー
ル
ズ
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、出
場
国
の
ブ
ー
ス
で
は
T
E
J
に
出

展
す
る
試
合
開
催
地
だ
け
で
な
く
事
前
合
宿
地
な
ど

の
関
係
者
も
含
め
、双
方
向
交
流
の
拡
大
に
向
け
て
、

様
々
な
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
」と
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

2018

セラー

バイヤー

海外出展者 国内出展者 訪⽇出展者
その他の業種
出展者

※IB展出展社含む

旅⾏会社

海外出展者
バイイングを希望する場合

国内出展者
バイイングを希望する場合

訪⽇出展者
バイイングを希望する場合

その他の業種
出展者

バイイングを希望する場合

メディア

マッチング
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元
気
な
高
齢
者
が
増
え
、海
外
旅
行

の
な
か
で
登
山
を
楽
し
む
人
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。中
高
年
に
限
っ
た
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、環
境
が
が
ら
り
と
変

化
す
る
登
山
で
は
い
つ
も
以
上
に
体
調

管
理
が
重
要
で
す
。け
が
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、高
山
病（
山
酔
い
、高
所
肺
浮

腫
、高
所
脳
浮
腫
）や
低
体
温
症
、熱
中

症
な
ど
様
々
な
病
気
へ
の
備
え
が
必
要

で
す
。中
で
も
最
も
怖
い
の
は
、心
筋
梗

塞
と
脳
卒
中
だ
そ
う
で
す
。千
駄
ヶ
谷

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
篠

塚
規
院
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　●
突
然
死
を
招
か
な
い
た
め
に
事
前
チ
ェッ
ク

海
外
旅
行
中
の
登
山
で
は
、標
高
の
高
い

山
を
登
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、日
本
で
の

登
山
以
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
疾
患
が
心
配
さ

れ
ま
す
が
、な
か
で
も
脳
卒
中
や
心
臓
系

疾
患
は
発
作
に
よ
る
突
然
死
も
あ
り
う
る

恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。中
高
年
が
山
で
心

臓
突
然
死
を
起
こ
す
場
合
、大
半
は
心
筋

梗
塞
に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
は
予
測
で
き
な
か
っ
た
こ
う
し
た

病
気
も
、今
で
は
事
前
の
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェッ

ク
を
受
け
、主
治
医
の
診
断
を
仰
ぐ
こ
と

に
よ
り
防
げ
る
確
率
は
高
く
な
り
ま
し

た
。事
前
に
回
避
で
き
る
リ
ス
ク
は
、対
応

し
て
お
く
の
が
賢
明
で
し
ょ
う
。

●
脳
ド
ッ
ク
と
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ャ
ン
で
リ
ス
ク
回
避

脳
卒
中
の
危
険
性
を
避
け
る
た
め
に
は

脳
の
M
R
I
、い
わ
ゆ
る
脳
ド
ッ
ク
で
検
査

す
る
の
が
適
切
で
す
。ま
た
心
筋
梗
塞
な
ら

M
R
I
か
、造
影
剤
を
使
っ
た
C
T
ス
キ
ャ

ン
を
行
い
ま
す
。た
だ
し
全
員
が
受
け
ま

し
ょ
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、リ
ス
ク
の
高

い
人
に
は
や
って
お
く
こ
と
を
勧
め
ま
す
。

症
状
が
あ
る
人
は
、保
険
を
使
っ
て
検

査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。た
と
え
ば
呂
律
が

回
ら
な
い
、慢
性
的
な
頭
痛
が
あ
る
、駅
の

階
段
を
上
る
と
動
機
が
す
る
な
ど
の
症

状
で
す
。症
状
が
な
け
れ
ば
自
費
診
療
で

す
。高
額
と
な
る
た
め
、ま
ず
は
自
分
に
ど

の
程
度
の
リ
ス
ク
が
あ
る
か
を
調
べ
て
か

ら
検
査
の
必
要
性
を
判
断
す
る
と
い
い
で

し
ょ
う
。

リ
ス
ク
を
知
る
方
法
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

手
軽
に
行
え
る
の
は「
吹
田
ス
コ
ア
」で
、

リ
ス
ク
を
自
分
で
計
算
で
き
ま
す
。２
つ

目
は
、採
血
で
行
う「
ロッ
ク
ス・イ
ン
デ
ッ
ク

ス
」。と
言
っ
て
も
こ
ち
ら
は
自
費
診
療
で

１
万
～
1
万
５
０
０
０
円
程
度
費
用
が
か

か
り
ま
す
。

結
果
を
見
て
高
リ
ス
ク
の
人
は
ぜ
ひ

M
R
I
な
ど
の
検
査
を
す
れ
ば
い
い
し
、中

リ
ス
ク
な
ら
自
分
の
考
え
で
決
め
る
、低
リ

ス
ク
で
も
心
配
な
ら
ば
検
査
を
す
れ
ば
安

心
し
て
出
か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
吹
田
ス
コ
ア
で
リ
ス
ク
回
避

吹
田
ス
コ
ア
は
、心
筋
梗
塞
な
ど
の
冠
動

脈
疾
患
が
10
年
以
内
に
発
症
す
る
危
険

度
を
、8
項
目
の
リ
ス
ク
要
因
で
予
測
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。表
に
あ
る
と
お
り

年
齢
、性
別
、喫
煙
あ
り・な
し
、糖
尿
病

あ
り
・
な
し
、な

ど
に
よ
っ
て
ポ
イ

ン
ト
が
決
ま
っ
て

お
り
、そ
れ
を
加

算
し
て
合
計
点

を
求
め
ま
す
。

●
ロ
ッ
ク
ス
・

イ
ン
デ
ッ
ク
ス

で
動
脈
硬
化

チ
ェッ
ク

ロ
ッ
ク
ス・イ
ン

デ
ッ
ク
ス
は
、脳
梗
塞・心
筋
梗
塞
の
発
症

リ
ス
ク
を
評
価
す
る
最
新
の
指
標
で
す
。

こ
の
検
査
で
は
血
液
中
の
動
脈
硬
化
を
引

き
起
こ
す
原
因
物
質「
変
性
L
D
L
」と

「
L
O
X‐1
」の
量
を
調
べ
ま
す
。採
血

だ
け
な
の
で
、１
０
分
程
度
で
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
簡
単
な
検
査
で
す
。３
週
間
前

後
で
検
査
結
果
が
出
ま
す
。

高
血
圧
、脂
質
異
常
症
、糖
尿
病
の
既

往
歴
が
あ
る
人
や
、ご
家
族
に
脳
梗
塞・心

筋
梗
塞
に
罹
っ
た
人
が
い
る
場
合
な
ど
は

検
査
を
し
て
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

昨
今
し
ば
し
ば
、風
呂
場
と
脱
衣
所
の

気
温
差
に
よ
る
ヒ
ー
ト
シ
ョッ
ク
が
原
因
で

急
死
す
る
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、冠
動
脈
が
狭
い
と
い
う
原
因
が
あ
る
か

ら
倒
れ
る
の
で
あ
って
、急
激
な
温
度
変
化

は
引
き
金
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
こ
れ
と
同
様
に
登
山
の
際
も
、気

圧
や
気
温
の
変
化
は
病
気
の
引
き
金
に
過

ぎ
ず
、原
因
と
な
る
危
険
因
子
を
事
前
に

知
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。心
配
な
方
は
、ど

ち
ら
か
の
方
法
で
確
認
し
、そ
の
う
え
で
、

登
山
目
的
の
海
外
旅
行
に
行
く
か
否
か
を

判
断
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
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Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

　
Ｖ
Ｒ
は
バ
ー
チ
ャル
リ
ア
リ
テ
ィ
の
略
で
、仮
想
現
実
と
いい
ま
す
。

ス
キ
ー
場
で
よ
く
見
か
け
る
ゴ
ー
グ
ル
を一回
り
大
き
く
し
た
も
の

で
、そ
れ
を
被
る
と
、あ
～
ら
不
思
議
、満
天
の
星
空
を
湖
面
に
映

す
ウ
ユニ
塩
湖
が
、雪
解
け
の
水
を
湛
え
た
ナ
イ
ア
ガ
ラ
瀑
布
が
、真

夏
の
青
空
の
下
サ
グ
ラ
ダ
ファ
ミ
リ
ア
が
目
の
前
に
現
れ
ま
す
。

　
日
本
に
居
な
が
ら
、Ｖ
Ｒ
で
世
界
の
都
市
が
見
て
回
れ
る「
異
空

間
への
旅
」を
実
現
し
て
く
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
進
化
。さ
て
今

回
は
、日
本
人
に
大
人
気
イ
タ
リ
ア
の
カ
プ
リ
島
の「
青
の
洞
窟
」

を
観
光
し
ま
す
。

◇「
青
の
洞
窟
を
見
る
た
め
」に
参
加
し
た
の
に
!!
◇

　
お
客
様
は
多
く
の
旅
行
会
社
の
パンフ
レッ
ト
や
W
e
b
サ
イ
ト

を
見
比
べ
、「
青
の
洞
窟
」の
中
に
入
れ
る
ツ
ア
ー
を
決
め
、申
込
ま

れ
た
よ
う
で
す
。申
込
み
の
際
、そ
の
旅
行
会
社
店
頭
で「
青
の
洞

窟
Ｖ
Ｒ
」を
体
験
し
、イ
メ
ー
ジ
を
しっ
か
り
と
焼
き
付
け
て
出
発

し
た
よ
う
で
す
が
、当
日
は
カ
プ
リ
島
のマ
リ
ー
ナ・グ
ラ
ン
デ
に
到

着
し
た
後
、小
船（
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
）に
乗
り
換
え
て
青
の
洞
窟
へ

と
向
か
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
風
が
強
く
な
り
、ま
さ
に
洞
窟
前
で
小
船

に
乗
り
換
え
る
前
に
断
念
し
た
よ
う
で
す
。

◇
募
集
広
告
に
お
け
る「
強
調
表
示
」と「
打
消
し
表
示
」◇

　

平
成
21
年
9
月
4
日
に
旅
行
業
公
正
取
引
協
議
会
か
ら
出
さ

れ
た「
強
調
表
示
と
打
消
し
表
示
の
定
義
」は
以
下
と
な
り
ま
す
。

●
強
調
表
示
●

強
調
表
示
と
は
、一般
消
費
者
に
訴
求
す
る
た
め
に
、断
定
的

又
は
目
立
つ
表
現
を
使
っ
て
品
質
等
の
内
容
や
価
格
等
の
取

引
条
件
を
強
調
し
た
表
示
を
い
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、サ
ー

ビ
ス
内
容
や
旅
行
代
金
に
つ
い
て
、ツ
ア
ー
タ
イ
ト
ル
に
含
め

た
り
、ツ
ア
ー
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
強
調
し
た
り
、写
真
を
掲

載
す
る
な
ど
し
て
訴
求
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

●
打
消
し
表
示
●

打
消
し
表
示
と
は
、強
調
表
示
し
た
こ
と
に
例
外
条
件・制
約

条
件・付
加
的
費
用
が
あ
る
こ
と
な
ど
、一般
消
費
者
が
通
常

は
予
期
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
表
示（
誤
認
の
お
そ
れ

が
あ
る
表
示
）で
あ
っ
て
、そ
の
例
外
条
件・制
約
条
件・付
加

的
費
用
の
あ
る
な
し
が
、一般
消
費
者
が
当
該
商
品
を
選
択
す

る
上
で
重
要
な
考
慮
要
素
と
な
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

果
た
し
て
、旅
行
会
社
は
集
客
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、価
格
勝
負
以
外
の
と
こ
ろ
で
は
、「
強
調
表
示
」で
旅
行
需
要

を
訴
求
し
ま
す
。と
こ
ろ
が「
打
消
し
表
示
」は
そ
の
需
要
を
減
速

さ
せ
か
ね
な
い
の
で
、説
明
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

打
消
し
表
示
す
る
場
合
の
留
意
点
は
以
下
と
な
り
ま
す
。

１
：
や
む
を
得
ず
打
消
し
表
示
を
行
う
場
合
は
、強
調
表
示
に

隣
接
し
た
と
こ
ろ
に
併
記
す
る

２
：
打
消
し
表
示
の
文
字
は
、強
調
表
示
と
著
し
く
異
な
ら
な

い
程
度
の
文
字
で
、最
低
で
も
８
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き

さ
で
表
示
す
る
こ
と

3
：
未
実
施
の
場
合
、代
替
案
を
提
示
し
行
程
の
円
滑
化
を
図

る　
な
ど

　
一般
消
費
者
に
予
期
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
と
し
て
は
、前
出

の
イ
タ
リ
ア
の「
青
の
洞
窟
」、ツ
ア
ー
タ
イ
ト
ル
に
含
め
た
野
生
動

物
ウ
ォッ
チ
ン
グ
、沖
縄
の
鯨
と
出
会
う
ツ
ア
ー
な
ど
の
実
施
条
件

が
あ
り
ま
す
。満
開
の
観
桜
ツ
ア
ー
な
ど
と
違
い
、自
然
現
象
に
加

味
さ
れ
る
諸
事
情（
小
船
に
乗
り
換
え
の
可
否
等
）も
実
施
の
条

件
に
な
る
の
で
、十
分
に
留
意
し
て
、打
消
し
表
示
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
お
は
ず
し
く
だ
さ
い
。

　

世
界
の
絶
景
と
言
わ
れ
る
観
光
地
に
旅
行
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。タ
ー
ジ・マハル
廟
の
正
面
に
佇
ん
で
い
る
と
き
、イ
ン
ド
人
の

リ
ク
シ
ャ
ー
ワ
ー
ラ
ー
が
袖
を
掴
ん
で
付
き
ま
とって
き
ま
し
た
。マ

チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
を
眺
め
る
丘
で
パ
ン
チ
ョ
と
呼
ば
れ
て
い
る
ア
ル
パ

カ
が
突
進
し
て
き
ま
し
た
。乾
季
の
イ
グ
ア
ス
瀑
布
は
水
が
チ
ロ
チ

ロ
と
流
れ
落
ち
る
だ
け
で
し
た
。

　
バ
ー
チ
ャル
に
は
な
い
リ
ア
ル
な
旅
が
、ほ
ら
、そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
曽
田
）
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本
誌
２
月
号
で
も
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
全
国

旅
行
業
協
会
（
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
で
は
、「
海
外
募
集
型
企
画
旅
行

の
企
画
・
実
施
に
関
す
る
指
針
」（https://w

w
w
.jata-net.

or.jp/m
em
ber/com

pliance/

）
を
公
表
し
ま
し
た
。

今
回
は
こ
の
指
針
が
テ
ー
マ
で
す
。

な
ぜ
自
主
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
た
の
か

　

昨
年
３
月
の
（
株
）
て
る
み
く
ら
ぶ
の
破
綻
を
受
け
て
、
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
で
は
12
月
に
同
社
と
取
引
を
し
た
お
客
様
に
弁
済
業
務
保

証
金
の
還
付
を
行
い
ま
し
た
が
、
そ
の
還
付
額
は
認
証
申
出
額
に

対
し
て
３・５
％
に
留
ま
り
ま
し
た
。
２
０
０
５
年
度
以
降
、
Ｊ
Ａ

Ｔ
Ａ
会
員
の
破
産
事
件
は
53
件
起
き
ま
し
た
が
、
う
ち
77
％
の
41

件
は
旅
行
代
金
全
額
（
１
０
０
％
）
を
還
付
す
る
な
ど
弁
済
業

務
保
証
金
制
度
は
有
効
に
機
能
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ
今
回

は
機
能
し
な
かっ
た
の
か
。
そ
れ
は
こ
の
制
度
が
定
め
る
弁
済
限

度
額
を
は
る
か
に
上
回
る
額
ま
で
負
債
を
膨
ら
ま
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
募
集
型
企
画
旅
行
の
旅
行
代
金
は
旅
行
開

始
前
に
そ
の
全
額
を
収
受
す
る
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
現

金一括
入
金
キ
ャ
ンペ
ー
ン
」
な
ど
で
膨
大
な
数
の
お
客
様
と
旅
行

契
約
を
締
結
し
て
旅
行
代
金
を
集
め
て
は
、
こ
れ
を
目
先
の
支
払

い
に
充
て
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
結
果
、
お
客
様
は
約
９
万
人
、

そ
の
負
債
額
は
弁
済
限
度
額
の
約
88
倍
の
約
１
０
５
億
円
ま
で
膨

ら
む
異
常
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
旅
行
代
金
と
は
旅
行
を
申
し
込
ん
だ
お
客
様
の
旅

行
の
手
配
な
ど
に
使
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
観
光
庁
で
は
こ
の

よ
う
な
事
態
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を

作
り
検
討
し
た
結
果
、（
ア
）
自
主
ル
ー
ル
を
作
る
、（
イ
）
ル
ー

ル
に
は
必
要
以
上
に
前
受
金
（
旅
行
申
込
金
・
残
金
）
が
収
受

で
き
な
い
よ
う
に
す
る
、（
ウ
）
ル
ー
ル
の
対
象
は
比
較
的
高
額
な

前
受
金
を
収
受
す
る
海
外
旅
行
で
不
特
定
多
数
の
お
客
様
と
取

引
す
る
募
集
型
企
画
旅
行
と
す
る
、
と
整
理
し
て
い
き
、
指
針
で

は
「
海
外
募
集
型
企
画
旅
行
に
お
け
る
前
受
金
の
制
限
」
と
なっ

た
も
の
で
す
。

　

ち
な
み
に
、「
通
報
制
度
」
は
貸
切
バ
ス
の
通
報
制
度
に
倣
い
、

旅
行
業
者
自
身
の
内
部
か
ら
、
あ
る
い
は
ツ
ア
ー
オ
ペレ
ー
タ
ー
や

消
費
者
な
ど
第
三
者
か
ら
の
情
報
も
収
集
し
て
「
前
受
金
の
異

常
な
膨
ら
み
」
が
生
じ
て
い
な
い
か
を
監
視
す
る
第
三
者
機
関
と

し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

自
主
ル
ー
ル
の
考
え
方

　
こ
の
指
針
は
「
前
受
金
の
異
常
な
膨
ら
み
」
を
防
止
す
る
と
い

う
点
に
着
目
し
て
「
60
日
前
20
％
の
原
則
」（
企
画
旅
行
業
者
は
、

自
社
が
企
画
・
実
施
す
る
海
外
募
集
型
企
画
旅
行
に
お
い
て
は
、

申
込
金
の
収
受
額
は
旅
行
代
金
の
20
％
相
当
額
以
内
と
し
、
残

金
の
収
受
時
期
は
旅
行
開
始
日
の
前
日
か
ら
起
算
し
て
60
日
目
に

当
た
る
日
以
降
と
す
る
）
を
基
本
と
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
原
則
を
貫
く
こ
と
が
か
えって
お
客
様
の

利
便
性
を
損
ね
た
り
、
企
画
旅
行
業
者
が
デ
ポ
ジッ
ト
の
支
払
い

な
ど
過
重
な
負
担
を
避
け
る
た
め
に
企
画
を
断
念
し
た
り
す
れ

ば
、
か
えって
消
費
者
に
とって
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
①
取
引
条
件
説
明
書
面
に
申
込
金
の
使
途
を
表
示

す
る
場
合
、
②
原
則
に
よ
る
支
払
い
と
ク
レ
ジッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る

一括
の
支
払
い
を
お
客
様
が
ご
自
身
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て

あ
る
場
合
、
③
お
客
様
が
旅
行
代
金
の
全
額
や
20
％
を
超
え
る

申
込
金
の
支
払
い
を
ご
希
望
さ
れ
る
場
合
、
に
は
例
外
的
に
取
扱

い
を
可
能
と
し
て
こ
れ
ら
を
「
60
日
前
20
％
の
例
外
」
と
し
ま
し

た
。
な
お
例
外
を
利
用
す
る
に
は
、
お
客
様
か
ら
ご
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
に
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
企

画
旅
行
業
者
は
、
①
の
表
示
ど
お
り
に
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
な
ど
に
支

払
い
を
行
う
こ
と
、
前
受
金
を
異
常
に
膨
ら
ま
せ
て
い
る
と
疑
わ

れ
る
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

実
質
的
に
は
業
界
全
体
の
ル
ー
ル

　
「
海
外
募
集
型
企
画
旅
行
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
こ
の
指
針
は

第
１
種
旅
行
業
者
が
守
る
べ
き
ル
ー
ル
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

企
画
旅
行
業
者
は
、
受
託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
受
託
旅
行
業

者
や
受
託
旅
行
業
者
代
理
業
者
に
対
し
て
も
こ
の
指
針
に
基
づい

て
お
客
様
と
取
引
を
行
う
よ
う
に
指
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
実
質
的
に
は
“
ほ
ぼ
旅
行
業
界
全
体
の
自
主
ル
ー
ル
”
と

な
り
ま
す
。
な
お
、指
針
は
昨
年
12
月
21
日
に
発
効
し
て
い
ま
す
。

旅
行
条
件
書
の
改
訂
な
ど
対
応
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
反
映
し
、

そ
の
間
お
客
様
に
は
口
頭
で
説
明
す
る
な
ど
し
て
今
下
期
（
本
年

10
月
）
に
は
「
指
針
に
は
対
応
済
み
」
と
し
て
く
だ
さ
い
。

　

信
頼
回
復
に
向
け
て
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
いい
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
江
）
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事務局
便り

1．日時　2018年6月21日（木）
　　　　14時30分 定時総会開始
　　　　17時30分 懇親会開始

2．場所　経団連会館

3．議事（予定）
　［決議事項］
　◎2017年度（平成29年度）事業報告（案）及び同収支

　決算（案）
　◎役員選任
　［報告事項］
　◎2018年度（平成30年度）事業計画及び同収支予算

4月11日 幹事会　 東北支部
4月13日 インバウンド委員会　 関東支部　
4月18日 海外旅行推進委員会 本部
4月18日 総務・消費相談合同委員会 中部支部
4月18日 幹事会 沖縄支部
4月19日 幹事会 中部支部
4月19日 消費者相談委員会　 関西支部
4月20日 幹事会 関東支部　　
4月23日 業務改善委員会 本部
4月24日 研修・試験委員会 本部
4月24日 VW事業推進特別委員会 本部
4月26日 国内旅行委員会 関東支部　
4月27日 空港委員会 中部支部
5月9日 幹事会　 東北支部
5月9日 海外旅行委員会　 中部支部
5月10日 理事会・常任役員会合同役員会 本部
5月10日 国内・地域振興合同委員会　 中部支部
5月10日 総務委員会　 九州支部
5月14日 幹事会 北海道支部
5月15日 研修委員会 中部支部
5月18日 法制委員会 本部
5月22日 国内旅行推進委員会 本部
5月24日 消費者相談委員会　 関西支部
5月28日～29日 訪日旅行推進委員会(フランス） 本部
5月30日 TEJ実行委員会 本部

第62回JATA定時総会　6月21日に開催

2月の出国日本人数は6.9％減
訪日外客数は23.3％増を記録
日本政府観光局（JNTO）が3月20日に発表した速報値による
と、今年2月における出国日本人数は前年同月比6.9％減の139
万0500人を記録しました。
出国日本人数は今年1月に142万3727人に達して前年同月
比9.9％増という高い伸びを示したものの、2月は大きくマイナスに
転じる結果となっています。数字的には、昨年2月に前年同月比
12.2％増の149万3399人を記録していたことから、今年2月はそ
の反動が表れる結果となったようです。
出国日本人数が前年同月比で-5％以上のマイナスとなったの
は、2016年8月に記録した7.3％減以来のことで、「海外旅行の復
活」に向けて3月以降の反転上昇が期待されるところです。
一方、今年2月における訪日外客数は250万9300人に達して、

前年同月比23.3％増という高い伸びを記録し、今年1月における
同9.0％増を大きく上回る倍以上の伸びを示しました。
今年2月の訪日外客数は、昨年2月における203万5771人を47万
人以上も上回って、2月の単月としては過去最高となっています。
日本政府観光局（JNTO） 　　　　　　　　平成30年3月20日　（単位：人）

訪日外客数 出国日本人数
月 平成29年 平成30年 伸 率（％） 平成29年 平成30年 伸 率（％）

1
Jan. 2,295,668 ＊2,501,500 ＊9.0 1,295,059 1,423,727 9.9

2
Feb. 2,035,771 ＊2,509,300 ＊23.3 1,493,399 ＊1,390,500 ＊−6.9

1～2
Jan.-Feb. 4,331,439 ＊5,010,800 ＊15.7 2,788,458 ＊2,814,200 ＊0.9

◆注１ :  出典：日本政府観光局（JNTO）」
◆注２ :  平成29年（2017年）は確定値、平成30年（2018年）1月〜12月は暫定値、＊部分は推計値である。
◆注３ :  訪日外客数及び＊印の出国日本人数は法務省資料を基にJNTOが算出し、それ以外の出国日本人数は法務省資料を転記した数値である。
◆注４ :  訪日外客とは、国籍に基づく法務省集計による外国人正規入国者から、日本を主たる居住国とする永住者等の外国人を除き、これに外国人

一時上陸客等を加えた入国外国人旅行者のことである。駐在員やその家族、留学生等の入国者・再入国者は訪日外客に含まれる。なお、
上記の訪日外客数には乗員上陸数は含まれない。

●JATA業務予定表 　4月10日（火）～5月31日（木）
※予定表は変わることがあります。
本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修セミナーであり、すでに申
し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。
	 新入社員基礎研修、旅行サービス手配業務取扱管理者研
修、総合・国内旅程管理研修、総合旅行業務取扱管理者研
修、JOTC（アウトバウンド促進協議会）プランナーのためのセミナ
ーの詳細は、JATAホームページ「JATAが主催・共催するセミ
ナー・研修4月および5月」をご参照ください。

4月10日～25日 新入社員基礎研修 本部
4月11日～5月11日 旅行サービス手配業務取扱管理者研修 本部
4月13日 Vist Oulu フィンランド教育旅行セミナ− 九州支部　
4月15日～16日　 幹事会研修旅行（福島県猪苗代） 関東支部　
4月17日 阿蘇伝統文化体験施設「鳴鳳堂」研修　 九州支部
4月17日～20日　 総合・国内旅程管理研修(札幌） 本部
4月18日 JOTCプランナーのためのセミナー(英国・イングランド＆ウェールズ） 本部
4月19日～20日 旅行実務研修＜基礎＞　 関西支部
4月19日 JOTCプランナーのためのセミナー(マケドニア） 本部
4月21日 国営公園・海の中道海浜公園内下草刈り作業 九州支部　
4月21日 JR研修　 沖縄支部
4月24日～25日　 新人・若手「旅行実務研修」 中部支部
4月24日～27日　 総合・国内旅程管理研修(東京） 本部
4月24日 ダムツーリズム体験会　 沖縄支部
5月8日 JOTCプランナーのためのセミナー（チェコ）、(カナダ、アメリカ） 本部
5月9日 JOTCプランナーのためのセミナー(ロシア サハリン州）、(メキシコ） 本部
5月11日 中部国際空港ＣＩＱ研修　 中部支部
5月11日～6月3日 総合旅行業務取扱管理者研修 本部
5月18日 関空旅博2018プレイベント　セミナー＆ワークショップ 関西支部
5月19日～20日　 関空旅博2018　 関西支部

お知らせ

5月号と6月号は
合併号となり、
5月20日発行と
なります。
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レッヒ

里
山
空
間
が
鮮
烈
な
山
岳
リ
ゾ
ー
ト

欧
州
の
エ
レ
ガ
ン
ス
と
素
朴
な
郷
土
色
が
溶
け
合
う

2000メートル級の雄大
な山々に抱かれたレッヒの
景観

自然に溶け込んでいるホテルやレストラン
の建物

上流部での開発が禁止されているレッヒ川
の清流

「アルプスの宝石」を実感させる黄昏時のレッヒ レッヒへの拠点ともなるインスブルックの旧
市街

イン川沿いに立ち並ぶ瀟洒な建物群（イン
スブルック）

素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
素材研究
（海外）

　
J
A
T
A
に
よ
る「
ヨ
ー
ロ
ッパ
の
美
し
い
村
30

選
」に
名
前
を
連
ね
る
レ
ッ
ヒ
は
、オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
西
部
に
位
置
す
る
フ
ォ
ア
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
州
の
村

で
す
。イ
ン
ス
ブ
ルッ
ク
か
ら
列
車
で
1
時
間
40
分

ほ
ど
、標
高
1
4
0
0
メ
ー
ト
ル
か
ら
2
8
0
0

メ
ー
ト
ル
の
山
々
が
連
な
る
山
岳
地
帯
に
広
が
る

村
は「
ア
ル
プ
ス
の
宝
石
」と
呼
ば
れ
、徹
底
し
た
エ

コ
対
策
な
ど
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

四
季
折
々
の
美
し
さ
が
楽
し
め
る
高
級

リ
ゾ
ー
ト

　
ア
ー
ルベル
ク
渓
谷
の
絶
景
に
家
々
が
点
在
す

る
美
し
い
里
山
空
間
は
、訪
れ
る
人
々
に
心
洗
わ

れ
る
鮮
烈
な
印
象
を
与
え
、レッ
ヒ
が
夏
の
休
暇

を
楽
し
む
旅
行
者
に
絶
大
な
人
気
を
誇
る
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
で
あ
る
理
由
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け

て
く
れ
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

典
型
的
な
ア
ル
プ
ス
ス
タ
イ
ル
の
高
級
ホ
テ
ル

と
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
を
持
ち
数
々
の
賞
に
輝
い
て
き

た
グ
ル
メ
レ
ス
ト
ラ
ン
が
彩
り
を
添
え
る
リ
ゾ
ー

ト
地
の
レッ
ヒ
で
は
、6
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、

様
々
な
イ
ベン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、レ
ッ
ヒ
の
あ
る
ア
ー
ル
ベ
ル
ク
地
域
は

1
2
0
年
前
か
ら
ス
キ
ー
が
楽
し
ま
れ
て
い
る

〝
ア
ルペンス
キ
ー
発
祥
の
地
〟で
、レッヒ
も
冬
の
高

級
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
多
く
の
旅
行
者
を
集

め
て
き
て
い
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
行
く
標
高
2
3
6
2
メ
ー
ト

ル
の
リ
ュー
フ
ィ
コッ
プ
フ
山
か
ら
見
渡
す
3
6
0

度
の
パ
ノ
ラ
マ
は
息
を
呑
む
ば
か
り
で
、山
頂
レ
ス

ト
ラ
ン
で
味
わ
う
オ
ー
ス
ト
リ
ア
名
物
の
ス
イ
ー
ツ

「
ア
プ
フェル
シュ
ト
ゥ
ル
ー
デ
ル
」も
旅
の
楽
し
み

の一つで
す
。

エ
コ
対
策
を
徹
底
し
環
境
と
観
光
を
両
立

　
レッヒ
で
は
車
両
の
通
行
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

車
は
全
て
教
会
の
地
下
に
整
備
さ
れ
た
大
駐
車
場

に
停
め
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。山
の

上
に
あ
る
オ
ー
バ
ー
レッヒ
地
区
へ
行
く
車
道
も
な

く
、旅
行
者
の
荷
物
は
地
下
道
を
走
る
電
気
自
動

車
で
運
ば
れ
、宿
泊
客
は
ロ
ー
プ
ウェー
を
利
用
し

て
山
上
の
ホ
テ
ルへ
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

村
を
流
れ
る
レッヒ
川
の
上
流
部
で
は
土
地
開

発
も
禁
止
さ
れ
て
お
り
、水
質
保
全
の
徹
底
し
た

川
の
水
は
直
接
飲
む
こ
と
も
可
能
な
ク
ォ
リ
テ
ィ

で
す
。レ
ス
ト
ラ
ン
で
使
わ
れ
る
食
材
も
近
隣
の

農
家
か
ら
運
ば
れ
る
も
の
で
、新
鮮
で
安
心
で
き

る
素
材
が
料
理
の
味
を
引
き
立
て
て
い
ま
す
。

　
ホ
テ
ル
や
民
家
な
ど
の
暖
房
も
村
に
よって
管

理
さ
れ
て
い
る
木
く
ず
を
燃
や
す
シ
ス
テ
ム
で
、エ

コ
対
策
に
徹
底
し
た
コン
セ
プ
ト
が
、環
境
と
観
光

の
両
立
を
支
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
観
光
局
でマ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
担
当
す
る
福
田
明
子
氏
は
、「
国
際
的
な
エレ
ガ

ン
ス
と
素
朴
な
郷
土
色
が
溶
け
合
う
健
康
的
な

レッヒ
の
魅
力
を
、商
品
化
に
よって
旅
行
者
の
皆

さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」と
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
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日中40周年プロジェクト 2018〜2019年の新戦略 広 告

〝
新
し
い
眼
〟を
覚
ま
し
て｢

新

た
な
発
見｣

を

|
中
国
駐
東
京
観
光
代
表
処

に
よ
る
と
、2
0
1
7
年
に
お
け
る

訪
中
日
本
人
旅
行
者
数
は
前
年
比

3・6
％
増
の
2
6
8
万
人
を
記
録

し
ま
し
た
。日
本
市
場
の
動
き
を

ど
の
よ
う
に
見
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

か
。

王
首
席
代
表　

伸
び
率
は
さ
ほ
ど

大
き
い
数
字
に
は
見
え
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、確
実
に
良
い
兆
候
が

現
れ
て
き
て
い
ま
す
。日
本
を
訪
れ

る
中
国
人
旅
行
者
数
は
7
3
5
万

人
に
達
し
、双
方
向
で
の
交
流
人

口
は
1
0
0
0
万
人
を
超
え
ま
し

た
。海
外
旅
行
は
回
復
の
兆
し
を

強
め
て
お
り
、さ
ら
な
る
旅
行
者
の

増
加
に
向
け
て
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
を

迎
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
局
面
を
捉
え
て
、私
は
、

こ
れ
ま
で
の「
自
分
の
目
で
見
る
中

国
」か
ら「
新
し
い
眼
で
み
る
中
国
」

に
視
点
を
切
り
替
え
る
こ
と
を
、日

本
の
皆
さ
ん
に
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。中
国
と
日
本
は
隣
国
同

士
で
あ
り
、相
手
を
好
き
で
も
良
い

し
、好
き
で
な
く
て
も
良
い
で
す
が
、

お
互
い
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。そ
れ
が
、現
実
で
す
。双
方
の

旅
行
の
嗜
好
性
と
し
て「
心
身
の
癒

し
」を
求
め
る
傾
向
が
強
ま
って
い
る

こ
と
も
含
め
、皆
が〝
新
し
い
眼
〟を

覚
ま
し
て
、「
新
た
な
発
見
」を
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
って
い
ま
す
。

|
日
本
市
場
に
対
し
て
は
、ど

の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

王
首
席
代
表　

1
9
8
0
年
代
や

90
年
代
に
お
け
る
旅
行
商
品
の
コ
ー

ス
設
定
の
よ
う
に
、大
雑
把
に
観
光

地
を
見
て
回
る
パ
タ
ー
ン
を
繰
り

返
す
だ
け
で
は
、〝
新
し
さ
〟を
見
い

中国駐東京観光代表処　王偉首席代表

張家界御筆峰

新
コ
ン
セ
プ
ト「
三
歩
五
眼
」と
は

王
偉
首
席
代
表
に
新
戦
略
を
聞
く

〝
海
外
旅
行
の
復
活
〟に
向
け
、最
重
要
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
注
目
さ
れ
る

中
国
。長
期
停
滞
を
経
て
、よ
う
や
く
回
復
の
兆
し
が
強
ま
る
中
、中
国
駐
東
京

観
光
代
表
処
で
は
、新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
市
場
開
発
や
需
要
創
出
を
目
指

し
て
い
ま
す
。駐
東
京
観
光
代
表
処
の
王
偉
首
席
代
表
に
、日
本
市
場
で
の
新
た

な
戦
略
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鳴沙山月牙泉

海南島

新コンセプト「三歩五眼」と対象エリア

 古文明

上海、江蘇、浙江、福建、広州、
海南などの沿岸地域や江西
省、安徽省などの内陸の省を
含む中国南東部

三国志
四川、重慶、雲南、貴
州、広西チワン族自治
区、湖南省、湖北省など
を含む中国南西部 九
塞溝や黄龍景勝地、パ
ンダも見逃せない

龍門石窟

西遊記
陝西、甘粛、寧夏、青海、チベット、新疆な
どの省と自治区で、秦と漢の文明、古代シ
ルクロードの源流となる地域

癒し

大自然
中国の東北部が中心で、黒龍江・吉林・遼
寧の3省や内モンゴルなどが含まれる

全ての事物の起源を見出せる中原地区
で、北京や天津、河北・河南・山東・山西の
各省などが対象

吉林省にある松花湖



出
す
こ
と
は
難
し
く
、〝
古
き
良
き

も
の
〟や〝
癒
し
〟を
見
い
出
す
こ
と

は
更
に
難
し
い
。こ
う
し
た
真
の
魅

力
を
見
い
出
す
と
い
う
目
的
の
た
め

に
、コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
高
め
る

こ
と
も
出
来
る〝
中
国
全
域
旅
游
〟

を
実
現
す
る
手
が
か
り
と
し
て「
三

歩
五
眼
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
を
提

唱
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
三
歩
」と
は
、「
図
を
描
く
」「
内

容
を
探
す
」「
出
発
す
る
」と
い
う

3
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
す
。ま
た
、中
国

国
内
の
各
観
光
地
の
特
徴
に
基
づ

き
つ
つ
、日
本
の
文
化
的
習
慣
と
も

結
び
つ
け
、中
国
全
土
を
5
つ
の
地

域
に
分
け
て
、「
癒
し
」「
三
国
志
」

「
古
文
明
」「
西
遊
記
」「
大
自
然
」

と
い
う
5
つ
の
テ
ー
マ
を
着
眼
点
と

す
る
の
が「
五
眼
」で
あ
り
、両
方
を

重
ね
合
わ
せ
た
コ
ン
セ
プ
ト
が「
三

歩
五
眼
」と
い
う
こ
と
で
す
。

現
地
視
察
・コ
ー
ス
確
定
・
商
品

提
案
で
循
環

|
「
三
歩
五
眼
」の
う
ち
、ま
ず
、

「
三
歩
」に
つ
い
て
、具
体
的
に
説
明

し
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

王
首
席
代
表　

第
1
ス
テ
ッ
プ
の

「
図
を
描
く
」と
い
う
の
は
、中
国

観
光
資
源
に
つ
い
て
テ
ー
マ
図
を
描

く
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
の
テ
ー
マ

図
は
、行
政
区
分
に
基
づ
く
マ
ッ
プ

で
は
な
く
、観
光
資
源
を
ベ
ー
ス
に

し
た
も
の
と
な
り
ま
す
。こ
の
テ
ー

マ
図
に〝
五
眼
〟の
ポ
イ
ン
ト
を
加

え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。第
2

ス
テ
ッ
プ
の「
内
容
を
探
す
」は
、旅

行
商
品
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
な
る
観
光

素
材
や
観
光
資
源
を
見
つ
け
出
す

こ
と
で
す
。泰
山
に
登
る
旅
行
者
に

と
っ
て
は
、山
東
省
も
泰
山
も
知
る

必
要
は
な
く
、〝
泰
山
と
私（
旅
行

者
）の
関
係
〟こ
そ
が
、商
品
の
本
質

と
な
り
ま
す
。中
国
駐
東
京
観
光

代
表
処
で
は
、中
国
各
省
の
観
光

局
な
ど
と
協
力
し
、中
国
と
日
本
の

第
一
線
の
旅
行
会
社
に
対
し
て「
五

眼
」の
テ
ー
マ
に
合
っ
た
旅
行
商
品

を
募
集
、そ
の
内
容
を
精
査
し
て
い

ま
す
。4
月
中
に
作
業
を
終
え
て
、

そ
の
後
、30
～
50
本
の
観
光
ル
ー
ト

に
落
と
し
込
み
、来
期
の
日
本
市
場

で
の
販
売
開
始
を
目
指
す
計
画
で

す
。第
3
ス
テ
ッ
プ
の「
出
発
す
る
」

は
、旅
行
商
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と

で
す
。現
地
を
視
察
し
て
コ
ー
ス
を

確
定
し
、旅
行
商
品
を
市
場
に
提

案
し
て
、一つ
の
循
環
が
完
了
し
ま

す
。

旅
行
会
社
・
旅
行
者
の
双
方
が

使
え
る
冊
子
に

|
日
本
の
旅
行
会
社
に
は
、ど
の

よ
う
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

王
首
席
代
表　

今
、説
明
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、中
国
駐

東
京
観
光
代
表
処
と
し
て
は
、日
本

の
旅
行
会
社
と
メ
デ
ィ
ア
に
5
つ
の

テ
ー
マ
の
観
光
資
源
や
観
光
素
材
、

観
光
ル
ー
ト
を
視
察
し
て
い
た
だ

き
、そ
の
価
値
を
十
二
分
に
知
って
い

た
だ
く
こ
と
で
、よ
り
良
い
旅
行
商

品
の
開
発
や
販
売
促
進
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る

活
動
を
総
括
し
て
、日
本
語
版
の

「
2
0
1
8
～
2
0
1
9 

中
国

厳
選
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の
よ
う

な
冊
子
を
制
作
す
る
予
定
で
す
。

旅
行
会
社
に
よ
る
商
品
造
成
や
団

体
旅
行
の
企
画
、さ
ら
に
は
、個
人

旅
行
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ

る
よ
う
に
、食
事
や
宿
泊
、観
光
、

歴
史
、シ
ョッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
要
素
を

様
々
な
手
段
で
組
み
合
わ
せ
る
情

報
を
冊
子
に
盛
り
込
み
ま
す
。日

本
の
旅
行
会
社
に
は
、こ
の
冊
子
の

素
材
を
ベ
ー
ス
に
新
た
な
商
品
開
発

や
販
売
活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

日
本
人
旅
行
者
の
皆
さ
ん
に
も
冊

子
を
参
考
に
し
て
、ご
自
身
の
旅
行

計
画
を
立
て
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。同
時
に
、駐
東
京
観
光
代

表
処
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、

S
N
S
や
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
な

ど
も
活
用
し
て
情
報
提
供
を
行
って

い
く
方
針
で
す
。

|
日
本
市
場
に
お
け
る
今
年
の

重
点
セ
グ
メ
ン
ト
な
ど
、マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

王
首
席
代
表　
「
三
歩
五
眼
」を
実

施
す
る
初
年
度
と
な
る
今
年
は
、教

育
旅
行
市
場
と
女
子
旅
に
焦
点
を

当
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。教
育

旅
行
市
場
で
は
、青
少
年
文
化
交

流
や
大
学
生
の
卒
業
旅
行
、中
国
の

新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
視
察
、短
期

修
学
旅
行
、ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
の

需
要
開
発
を
進
め
た
い
。女
子
旅
に

つ
い
て
は
、若
年
女
性
層
の
拡
散
力

に
注
目
し
て
お
り
、S
N
S
な
ど
を

利
用
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
、海
外
旅
行

市
場
に
お
け
る
説
得
力
と
推
進
力

に
な
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
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中国駐東京観光代表処 

中国中原地区を中心とするエリアは、古代文明遺跡や文物が最も
集中しており、世界遺産も万里の長城をはじめ17を数えます

大砂漠に神々や仏、仙人や道士などが出現する西
遊記の世界。古代シルクロードも舞台です。写真
は敦煌の莫高窟。

中国東北部には閉ざされた心も開かれる大自然が広
がります。ホロンバイル草原のパノラマは息を呑むば
かりです

「三国志」の舞台となった赤壁摩崖

中国南東部を代表するゲートウェイ都市・上海。近代的
な夜景（左上）から小籠包（右下）まで癒しの素材も極
めて多彩です
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一般社団法人 日本旅行業協会

 JATA「2018年度事業方針」

変革の時代にしっかり取り組む
ツーリズムEXPOジャパン
TEJ商談会が生まれ変わります
はとバスを訪ねて
もっとバスを知って旅行の価値を高めよう

素材研究
　・レッヒ（オーストリア）

お問合せ・資料請求 TEL：03-3504-1751　FAX：03-3504-1753
E-mail：credit@yu- jata.com

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取り扱う会社です。

お客様がご来店またはお振込みで
なければお支払いいただけませんでした。

ご来店やお振込みいただかなくても、お客様に
メールをお送りするだけで決済可能！
即日売上確定も可能で不履行のリスクもございません。

お客様からインターネットでのクレジットカード決済取引のご要望が今後ますます
増えていくことが予想されます。クレジットカード決済手数料の負担が軽減され、
手続きも簡便ですので、この機会に貴社のコスト・未収入金を削減し、お客様の
利便性向上につながる「JATA web 決済」の導入を是非ご検討ください。

これまで

これから

1特長
「JATA web 決済」ならではの手数料を適用可能です。
（但し、導入にあたってはクレジットカード会社の審査が必要です。）

※ クレジットカード会社との契約により、旅行会社がお客様のクレジットカード番号情報をお聞きして代行手続きすることは許可されていません。

※1.2％の手数料率は日本国内で発行されたVISA、MasterCard のご利用が対象となります。

2特長 導入費用・月額利用料
導入の際の初期費用や月額のコストはかかりません。 ご利用にあたっても完成したシステムをお使いいただくため、
貴社での開発や複雑な設定も不要で、かんたんに導入いただけます。

無料無料 0

3特長 クレジットカード情報の非保持化対応
お客様ご自身がクレジットカード情報を決済画面に入力してお支払されますので、貴社はクレジットカード情報を
把握する必要はありません。また、クレジットカード情報は貴社の機器・ネットワークにおいて保存、処理、通過も
されませんので、貴社における非保持化対応は不要です。もちろんPCI - DSS 準拠も不要です。

不要不要

優れたクレジットカード手数料               （VISA、MasterCard）1.2％

ＪＡＴＡ会員様のみのサービスが登場！ＪＡＴＡ会員様のみのサービスが登場！

事務の迅速、省力化が図れます。! 事務の迅速、省力化が図れます。

1.2％

〝
２
０
２
０
年
以
降
〞の
持
続
的
成
長
に
向
け
て

「
訪
日
旅
行
に
関
す
る
提
言
書
」を
観
光
庁
に
提
出

品
質
向
上
・
安
心
安
全
・
地
方
誘
客
を
積
極
推
進

日中40周年プロジェクト
　新戦略「三歩五眼」とは
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